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議案第２号

令和４年度石川県一般会計補正予算（第２号）

令和４年度の石川県一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３７，９３６，３８３千円を追加し、歳入歳出それぞれ

６０８，２１２，３８３千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 令和４年度石川県一般会計歳入歳出補正予算」による。

（債務負担行為の補正）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定による債務負担行為の変更及び追加は、

「第２表 債務負担行為補正」による。

（地方債の補正）

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の変更及び追加は、「第

３表 地方債補正」による。

令和４年５月２６日提出

石川県知事 馳 浩
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第１表 令和４年度石川県一般会計歳入歳出補正予算

歳 入

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

千円 千円 千円

５ 地 方 交 付 税 １２６，０７０，０００ ３，８００，０００ １２９，８７０，０００

１ 地 方 交 付 税 １２６，０７０，０００ ３，８００，０００ １２９，８７０，０００

７ 分 担 金 及 び
負 担 金 １，６８４，４９７ １，３５７，０５４ ３，０４１，５５１

１ 分 担 金 １１９，２２６ ４６，７５０ １６５，９７６

２ 負 担 金 １，５６５，２７１ １，３１０，３０４ ２，８７５，５７５

８ 使 用 料 及 び
手 数 料 ７，２７０，６０９ ８８，６８８ ７，３５９，２９７

１ 使 用 料 ５，３６４，５５７ ８８，６８８ ５，４５３，２４５

９ 国 庫 支 出 金 ８７，６３８，２５５ １２，４６８，７６４ １００，１０７，０１９

１ 国 庫 負 担 金 ２７，２１８，７５７ １，５９５，３８９ ２８，８１４，１４６

２ 国 庫 補 助 金 ５８，２８３，０９５ １０，８７３，３７５ ６９，１５６，４７０

１２ 繰 入 金 １２，２８６，１１４ ９２９，８０５ １３，２１５，９１９

２ 基 金 繰 入 金 １２，１８３，６１８ ９２９，８０５ １３，１１３，４２３

１４ 諸 収 入 ６３，３２６，５１２ ４，５６１，０７２ ６７，８８７，５８４

３ 貸 付 金 元 利 収 入 ４９，２８６，１５４ ６，０００ ４９，２９２，１５４

４ 受 託 事 業 収 入 ３，４２４，７５９ ２，２８７，２６６ ５，７１２，０２５

６ 雑 入 ６，５７７，９６６ ２，２６７，８０６ ８，８４５，７７２

１５ 県 債 ４０，３７５，０００ １４，７３１，０００ ５５，１０６，０００

１ 県 債 ４０，３７５，０００ １４，７３１，０００ ５５，１０６，０００

歳 入 合 計 ５７０，２７６，０００ ３７，９３６，３８３ ６０８，２１２，３８３
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歳 出

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

千円 千円 千円

１ 議 会 費 １，１６４，３９２ ７，０００ １，１７１，３９２

１ 議 会 費 １，１６４，３９２ ７，０００ １，１７１，３９２

２ 総 務 費 ８７，２７４，３０７ １，１５１，１９７ ８８，４２５，５０４

１ 総 務 管 理 費 １０，１１９，５７９ ９９０，３８９ １１，１０９，９６８

５ 防 災 救 助 費 １，６７７，９２１ １６０，８０８ １，８３８，７２９

３ 企 画 振 興 費 ９，８８４，４４９ ４０５，３１０ １０，２８９，７５９

１ 企 画 振 興 費 ９，８８４，４４９ ４０５，３１０ １０，２８９，７５９

４ 県 民 文 化
ス ポ ー ツ 費 ６，３５３，３７７ ２２６，３９１ ６，５７９，７６８

１ 県 民 費 １，２８１，０１３ ２２，９００ １，３０３，９１３

２ 文 化 ス ポ ー ツ 費 ５，０７２，３６４ ２０３，４９１ ５，２７５，８５５

５ 健 康 福 祉 費 １２６，１６２，７６８ ３，８００，７６１ １２９，９６３，５２９

１ 高 齢 者 福 祉 費 ３５，１１７，０２２ １，４４２，３５４ ３６，５５９，３７６

２ 子 育 て 福 祉 費 １６，１３２，５３２ ６８２，６６６ １６，８１５，１９８

３ 障 害 福 祉 費 １２，３８０，０６１ ２０，０００ １２，４００，０６１

４ 地 域 福 祉 費 １４，０３６，９４８ ４４０，０００ １４，４７６，９４８

５ 健 康 推 進 費 １１，４１４，００７ １，１７９，８００ １２，５９３，８０７

６ 生 活 衛 生 費 ２４５，４０２ ２０，０００ ２６５，４０２

７ 医 薬 看 護 費 ３６，８３６，７９６ １５，９４１ ３６，８５２，７３７

６ 生 活 環 境 費 ２，３３１，４６５ ７８３，４７５ ３，１１４，９４０

１ 生 活 環 境 費 ２，３３１，４６５ ７８３，４７５ ３，１１４，９４０

７ 商 工 労 働 費 ４３，８４６，７４９ １，６２６，７００ ４５，４７３，４４９

１ 商 工 費 ４２，１９１，３７６ １，６２６，７００ ４３，８１８，０７６
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款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

千円 千円 千円

８ 観 光 費 ７，８３５，１３１ ４７１，０００ ８，３０６，１３１

１ 観 光 戦 略 推 進 費 ７，８３５，１３１ ４７１，０００ ８，３０６，１３１

９ 農林水産業費 ３０，８３３，０９３ ６，４５３，０１４ ３７，２８６，１０７

１ 農 業 費 １６，９２７，５６９ ６３２，７４９ １７，５６０，３１８

２ 畜 産 業 費 ８８０，０６６ ７，０００ ８８７，０６６

３ 農 地 費 ７，０３２，４１９ ３，８９３，２９８ １０，９２５，７１７

４ 林 業 費 ４，２９３，０４３ １，４４３，４０３ ５，７３６，４４６

５ 水 産 業 費 １，６９９，９９６ ４７６，５６４ ２，１７６，５６０

１０ 土 木 費 ４１，７９７，７８９ ２１，８３１，４９１ ６３，６２９，２８０

２ 道 路 橋 り ょ う 費 ２１，２６２，６９９ １６，４４６，０２０ ３７，７０８，７１９

３ 河 川 海 岸 費 ８，２７７，０５９ １，９９３，８８１ １０，２７０，９４０

４ 港 湾 費 １，８４４，６５７ １，９３３，４６８ ３，７７８，１２５

５ 都 市 計 画 費 ７，７９０，８２４ １，４５８，１２２ ９，２４８，９４６

１１ 警 察 費 ２４，５５０，６２８ ４００，２０９ ２４，９５０，８３７

１ 警 察 管 理 費 ２２，８９６，９１３ ２０９，９７７ ２３，１０６，８９０

２ 警 察 活 動 費 １，６５３，７１５ １９０，２３２ １，８４３，９４７

１２ 教 育 費 ９６，９４４，０２５ ７７９，８３５ ９７，７２３，８６０

１ 教 育 総 務 費 １２，５９０，６８９ １０５，２８６ １２，６９５，９７５

３ 高 等 学 校 費 ２１，９８０，２３８ ６０６，６１３ ２２，５８６，８５１

４ 特 別 支 援 学 校 費 ８，２４４，７２４ ３０，８７０ ８，２７５，５９４

５ 社 会 教 育 費 １，４１０，０１０ ３６，０６６ １，４４６，０７６

６ 保 健 体 育 費 １５８，９６５ １，０００ １５９，９６５

歳 出 合 計 ５７０，２７６，０００ ３７，９３６，３８３ ６０８，２１２，３８３



議
案
第
二
号

令
和
四
年
度
石
川
県
一
般
会
計
補
正
予
算

債
務
負
担
行
為

（ ５ ）

第２表 債務負担行為補正

事 項
補 正 前 補 正 後

期 間 限 度 額 期 間 限 度 額
千円 千円

令 和 ４ 年 度 道 路 建 設 費 令 和 ５ 年 度
令 和 ６ 年 度 ２，４４０，０００ 令 和 ５ 年 度

令 和 ６ 年 度 ４，０９０，０００

令 和 ４ 年 度 道 路 整 備 費 令 和 ５ 年 度 １２０，０００ 令 和 ５ 年 度 ２４０，０００

人 事 管 理 事 務 費 自 令和５年度
至 令和７年度 ４０，０００

航空消防防 災 体 制 整 備 費 令 和 ５ 年 度
令 和 ６ 年 度 ３，２１２，０００

明治・大正レトロ文化発信拠点
整 備 費 令 和 ５ 年 度 ３０，０００

いしかわ動物愛護センター
整 備 費 令 和 ５ 年 度 ８５０，０００

森林公園魅力アップ整備費 令 和 ５ 年 度 ４３０，０００

令和４年度農業農村整備事業費 令 和 ５ 年 度
令 和 ６ 年 度 １，１３０，０００

令 和 ４ 年 度 公 園 整 備 費 令 和 ５ 年 度 １００，０００

交 番 等 建 設 費 令 和 ５ 年 度 ２１，０００
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工
業

試
験

場
費

８９
，０
００

９９
，０
００

観
光

振
興

費
１４
，０
００

３４
１
，０
００

農
業
農
村
整
備
事
業
費

９１
７
，０
００

１
，７
２７
，０
００

農
地
防
災
事
業
費

３０
１
，０
００

４３
２
，０
００

国
直
轄
土
地
改
良
事
業
費

負
担

金
６９
７
，０
００

９９
７
，０
００

林
道

費
１３
９
，０
００

２４
０
，０
００

治
山

費
３８
３
，０
００

５９
５
，０
００

国
直
轄
治
山
事
業
費
負
担
金

５４
，０
００

７８
，０
００

水
産

業
振

興
費

１４
，０
００

１２
６
，０
００

漁
港

建
設

費
１５
８
，０
００

２５
８
，０
００

道
路

建
設

費
４
，４
４４
，０
００

８
，６
４０
，０
００

道
路

整
備

費
２
，１
８２
，０
００

４
，８
０９
，０
００

千
円

千
円



議
案
第
二
号

令
和
四
年
度
石
川
県
一
般
会
計
補
正
予
算

地
方
債

（ ７ ）

国
直
轄
道
路
事
業
費
負
担
金

１
，９
４２
，０
００

４
，０
２２
，０
００

河
川

改
良

費
１
，６
４２
，０
００

１
，９
３１
，０
００

国
直
轄
河
川
事
業
費
負
担
金

３３
７
，０
００

６１
９
，０
００

河
川

整
備

費
１５
２
，０
００

２１
９
，０
００

砂
防
地
す
べ
り
対
策
費

９３
６
，０
００

１
，１
７３
，０
００

国
直
轄
砂
防
事
業
費
負
担
金

３２
９
，０
００

６０
５
，０
００

砂
防
地
す
べ
り
防
止

施
設

整
備

費
８０
，０
００

１３
１
，０
００

海
岸

保
全

費
２４
０
，０
００

２６
９
，０
００

国
直
轄
海
岸
事
業
費
負
担
金

１２
６
，０
００

２４
６
，０
００

港
湾

管
理

費
３１
８
，０
００

６１
８
，０
００

港
湾

改
良

費
１３
４
，０
００

５２
０
，０
００

国
直
轄
港
湾
事
業
費
負
担
金

２３
４
，０
００

５９
２
，０
００

街
路

事
業

費
３９
３
，０
００

６３
９
，０
００

都
市
計
画
整
備
費

１
，１
００
，０
００

１
，１
０６
，０
００

公
園

整
備

費
８６
０
，０
００

１
，０
２１
，０
００



議
案
第
二
号

令
和
四
年
度
石
川
県
一
般
会
計
補
正
予
算

地
方
債

（ ８ ）

起
債

の
目

的
補

正
前

補
正

後
限
度

額
起
債
の
方
法
利

率
償

還
の

方
法

限
度

額
起
債
の
方
法
利

率
償

還
の

方
法

警
察

施
設

費
２３
０
，０
００

３６
４
，０
００

交
通
指
導
取
締
費

４６
２
，０
００

６０
１
，０
００

高
等
学
校
整
備
費

９２
８
，０
００

１
，１
８１
，０
００

一
般

管
理

費
２３
５
，０
００

２９
８
，０
００

財
産

管
理

費
１１
６
，０
００

２０
３
，０
００

国
直
轄
空
港
事
業
費
負
担
金

１４
３
，０
００

２０
４
，０
００

文
化

振
興

費
５７
，０
００

１０
４
，０
００

ス
ポ
ー
ツ
振
興
費

４０
１
，０
００

４３
８
，０
００

環
境
管
理
企
画
費

３４
，０
００

文
化

財
保

護
費

２０
，０
００

計
４０
，３
７５
，０
００

５５
，１
０６
，０
００

千
円

千
円



議
案
第
三
号

令
和
四
年
度
石
川
県
公
営
競
馬
特
別
会
計
補
正
予
算

（ ９ ）

議案第３号

令和４年度石川県公営競馬特別会計補正予算（第１号）

令和４年度の石川県公営競馬特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

（債務負担行為の補正）

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定による債務負担行為の追加は、「第１表 債務

負担行為補正」による。

令和４年５月２６日提出

石川県知事 馳 浩



議
案
第
三
号

令
和
四
年
度
石
川
県
公
営
競
馬
特
別
会
計
補
正
予
算

（１０）

第１表 債務負担行為補正

事 項
補 正 前 補 正 後

期 間 限 度 額 期 間 限 度 額
千円 千円

走 路 照 明 設 備 整 備 費 自 令和５年度
至 令和１０年度 ４８４，０００



議
案
第
四
号

令
和
四
年
度
石
川
県
水
道
用
水
供
給
事
業
会
計
補
正
予
算

（１１）

議案第４号

令和４年度石川県水道用水供給事業会計補正予算（第１号）

（総則）

第１条 令和４年度の石川県水道用水供給事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。

（業務の予定量）

第２条 令和４年度石川県水道用水供給事業会計予算（以下「予算」という。）第２条中�を次のと

おり補正する。

区 分 既決予定額 補正予定額 計

� 主要な建設改良事業
送水施設建設改良
事 業 費 ２，１４０，０００千円 ２，１４０，０００千円 ４，２８０，０００千円

（うち債務負担行為額 １２０，０００千円 １２０，０００千円 ２４０，０００千円）

（資本的収入及び支出）

第３条 予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

収 入

科 目 既決予定額 補正予定額 計

第１款 資 本 的 収 入 ２，０２０，０００千円 ２，０２０，０００千円 ４，０４０，０００千円

第１項 企 業 債 ２，０２０，０００千円 ２，０２０，０００千円 ４，０４０，０００千円

支 出

科 目 既決予定額 補正予定額 計

第１款 資 本 的 支 出 ５，３３８，２８８千円 ２，０２０，０００千円 ７，３５８，２８８千円

第１項 建 設 改 良 費 ２，２３８，４１７千円 ２，０２０，０００千円 ４，２５８，４１７千円

（債務負担行為）

第４条 予算第５条中「１２０，０００千円」を「２４０，０００千円」に改める。

（企業債）

第５条 予算第６条の表中

「
送水施設建設改良
事 業 費 ２，０２０，０００ を

「
送水施設建設改良
事 業 費 ４，０４０，０００

」

に改める。

」

千円 千円

令和４年５月２６日提出

石川県知事 馳 浩





議
案
第
五
号

石
川
県
名
誉
県
民
の
選
定
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（１３）

議
案
第
５
号

石
川
県
名
誉
県
民
の
選
定
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

石
川
県
名
誉
県
民
に
次
の
者
を
選
定
し
た
い
の
で
、
石
川
県
名
誉
県
民
条
例
（
平
成
４
年
石
川
県
条
例
第
２８
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
求
め
る
。

令
和
４
年
５
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

前
石
川
県
知
事

谷
本

正
憲





議
案
第
六
号

知
事
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

（１５）

（ 給 料 月 額 の 特 例 ）

第 一 条 令 和 四 年 七 月 一 日 か ら 令 和 八 年 三 月 二 十 六 日 ま で の 間 （ 以 下 「 特 例 期 間 」 と い う 。 ） に 係

る 知 事 に 対 す る 給 料 月 額 の 支 給 に 当 た っ て は 、 知 事 、 副 知 事 給 与 条 例 （ 昭 和 二 十 二 年 石 川 県 条 例

第 三 号 。 以 下 「 知 事 等 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 一 条 第 一 号 に 定 め る 給 料 月 額 か ら 、 当 該 給 料 月 額

に 百 分 の 三 十 を 乗 じ て 得 た 額 に 相 当 す る 額 を 減 ず る 。

（ 期 末 手 当 の 特 例 ）

第 二 条 特 例 期 間 に 係 る 知 事 に 対 す る 期 末 手 当 の 支 給 に 当 た っ て は 、 知 事 等 給 与 条 例 第 三 条 第 一 項

及 び 第 二 項 の 規 定 に よ り 算 定 し た 額 か ら 、 当 該 額 に 百 分 の 三 十 を 乗 じ て 得 た 額 に 相 当 す る 額 を 減

ず る 。

（ 退 職 手 当 の 特 例 ）

第 三 条 令 和 四 年 三 月 二 十 七 日 か ら 令 和 八 年 三 月 二 十 六 日 ま で の 間 に 係 る 知 事 に 対 す る 退 職 手 当 の

支 給 に 当 た っ て は 、 特 別 職 の 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 平 成 三 年 石 川 県 条 例 第 十 一 号 ） 第 三

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 算 定 し た 額 か ら 、 当 該 額 に 百 分 の 五 十 を 乗 じ て 得 た 額 に 相 当 す る 額 を 減 ず

る 。

（ 端 数 計 算 ）

第 四 条 前 三 条 の 規 定 に よ り 給 料 月 額 、 期 末 手 当 及 び 退 職 手 当 の 支 給 に 当 た っ て 減 ず る こ と と さ れ

る 額 を 算 定 す る 場 合 に お い て 、 当 該 額 に 一 円 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て る も の

と す る 。
附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 令 和 四 年 七 月 一 日 か ら 同 年 八 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 係 る 給 料 月 額 の 特 例 ）

２ 令 和 四 年 七 月 一 日 か ら 同 年 八 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 係 る 知 事 に 対 す る 給 料 月 額 の 支 給 に 当 た っ

て は 、 第 一 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 額 か ら 、 六 十 一 万 八 千 九 百 十 三 円 を 減 ず る 。

議 案 第 六 号

知 事 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 に つ い て

知 事 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 四 年 五 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

知 事 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例



議
案
第
六
号

知
事
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

（１６）

（ 令 和 四 年 十 二 月 の 期 末 手 当 の 特 例 ）

３ 令 和 四 年 十 二 月 の 知 事 に 対 す る 期 末 手 当 の 支 給 に 当 た っ て は 、 第 二 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 額

か ら 、 二 十 七 万 五 千 六 百 八 十 一 円 を 減 ず る 。

提 案 理 由

知 事 自 ら が 身 を 切 る 改 革 を 実 行 す る た め 、 令 和 八 年 三 月 二 十 六 日 ま で の 間 、 知 事 の 給 料 月 額 及 び

期 末 手 当 並 び に 退 職 手 当 を 減 額 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。



議
案
第
七
号

石
川
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（１７）

石 川 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 石 川 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 十 四 条 第 二 項 中 「 附 記 さ れ た 事 項 」 を 「 付 記 さ れ た 事 項 （ 省 令 で 定 め る 事 項 を 除 く 。 ） 」 に 改

め 、 同 条 第 三 項 中 「 附 記 し 」 を 「 付 記 し 」 に 改 め る 。

第 七 十 三 条 第 一 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。

た だ し 、 当 該 不 動 産 の 取 得 に つ い て 、 当 該 期 間 内 に 不 動 産 登 記 法 （ 平 成 十 六 年 法 律 第 百 二 十 三

号 ） 第 十 八 条 の 規 定 に よ り 表 示 に 関 す る 登 記 又 は 所 有 権 の 登 記 の 申 請 を し た 場 合 （ 同 法 第 二 十 五

条 の 規 定 に よ り 当 該 申 請 が 却 下 さ れ た 場 合 を 除 く 。 ） は 、 こ の 限 り で な い 。

第 七 十 三 条 第 二 項 中 「 前 項 の 規 定 に よ つ て 提 出 す べ き 申 告 書 に 」 を 「 前 項 本 文 に 規 定 す る 期 限 ま

で に 、 」 に 、 「 添 付 し 」 を 「 知 事 に 提 出 し 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 知 事 は 、 」 の 下 に 「 前 項 に 規 定

す る ほ か 、 」 を 、 「 対 し 」 の 下 に 「 当 該 不 動 産 の 取 得 に 係 る 事 項 （ 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 を 除 く 。 ）

に つ い て 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 四 項 と し 、 同 条 第 二 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

３ 第 一 項 た だ し 書 の 場 合 に お い て も 、 知 事 は 、 不 動 産 取 得 税 の 賦 課 徴 収 に つ い て 必 要 が あ る と 認

め る と き は 、 不 動 産 を 取 得 し た 者 に 対 し 同 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 申 告 を 求 め る こ と が で き

る 。
第 七 十 三 条 の 二 第 三 項 中 「 前 条 第 一 項 」 を 「 前 条 第 一 項 本 文 」 に 改 め る 。

第 七 十 四 条 中 「 第 七 十 三 条 の 十 八 第 三 項 の 規 定 に よ つ て 」 を 「 第 七 十 三 条 の 十 八 第 四 項 の 規 定 に

よ り 」 に 、 「 に お い て は 」 を 「 に は 」 に 、 「 あ わ せ て 」 を 「 併 せ て 」 に 改 め る 。

第 七 十 五 条 第 九 項 中 「 第 七 十 三 条 第 一 項 」 を 「 第 七 十 三 条 第 一 項 本 文 」 に 、 「 同 条 第 一 項 」 を 「 同

条 第 一 項 本 文 」 に 改 め る 。

第 七 十 六 条 第 二 項 中 「 第 七 十 三 条 の 規 定 に よ り 当 該 土 地 の 取 得 の 事 実 を 申 告 す る 際 、 併 せ て 」 を

「 納 期 限 ま で に 」 に 改 め る 。

第 七 十 八 条 の 三 第 一 項 中 「 よ つ て 」 を 「 よ り 」 に 改 め る 。

第 八 十 九 条 第 一 項 第 二 号 中 「 国 民 体 育 大 会 」 を 「 国 民 ス ポ ー ツ 大 会 」 に 改 め る 。

附 則 第 七 条 第 三 項 中 「 、 第 三 十 七 条 の 八 又 は 第 三 十 七 条 の 九 」 を 「 又 は 第 三 十 七 条 の 八 」 に 改 め

議 案 第 七 号

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 四 年 五 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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（１８）

る 。
附 則 第 八 条 の 二 第 二 項 中 「 当 該 特 定 上 場 株 式 等 の 配 当 等 の 支 払 を 受 け る べ き 年 の 翌 年 の 四 月 一 日

の 属 す る 年 度 分 の 県 民 税 」 を 「 前 年 分 の 所 得 税 」 に 、 「 に つ き 前 項 」 を 「 に つ き 同 条 第 一 項 」 に 、 「 受

け よ う と す る 旨 の 記 載 の あ る 法 第 三 十 二 条 第 十 三 項 に 規 定 す る 申 告 書 を 提 出 し た 」 を 「 受 け た 」 に

改 め 、 「 も の と し 、 県 民 税 の 所 得 割 の 納 税 義 務 者 が 前 年 中 に 支 払 を 受 け る べ き 特 定 上 場 株 式 等 の 配

当 等 に 係 る 配 当 所 得 に つ い て 第 四 十 条 及 び 第 四 十 一 条 の 規 定 の 適 用 を 受 け た 場 合 に は 、 当 該 納 税 義

務 者 が 前 年 中 に 支 払 を 受 け る べ き 他 の 特 定 上 場 株 式 等 の 配 当 等 に 係 る 配 当 所 得 に つ い て は 、 前 項 の

規 定 は 、 適 用 し な い 」 を 削 る 。

附 則 第 九 条 の 二 の 四 第 一 項 中 「 年 の 末 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 の 県 民 税 」 を 「 年 分 の 所 得 税 」 に 、

「 第 四 十 三 条 の 規 定 に よ る 申 告 書 」 を 「 確 定 申 告 書 （ 法 附 則 第 三 十 五 条 の 二 の 六 第 一 項 に 規 定 す る

確 定 申 告 書 を い う 。 第 四 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 に 、 「 市 町 長 に お い て や む を 得 な い 事 情 が あ る と 認 め

る 場 合 に は 、 当 該 申 告 書 を そ の 提 出 期 限 後 に お い て 県 民 税 の 納 税 通 知 書 が 送 達 さ れ る 時 ま で に 提 出

し た 場 合 を 含 む 」 を 「 租 税 特 別 措 置 法 第 三 十 七 条 の 十 二 の 二 第 一 項 の 規 定 の 適 用 が あ る 場 合 に 限

る 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 年 の 末 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 の 県 民 税 」 を 「 年 分 の 所 得 税 」 に 、 「 上

場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 損 失 の 金 額 の 控 除 に 関 す る 事 項 を 記 載 し た 法 第 四 十 五 条 の 二 第 一 項 又 は 第 三 項

の 規 定 に よ る 申 告 書 （ 法 附 則 第 三 十 五 条 の 二 の 六 第 八 項 に お い て 準 用 す る 法 第 四 十 五 条 の 二 第 四 項

の 規 定 に よ る 申 告 書 を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 「 確 定 申 告 書 」 に 改 め 、 「 （ 市 町 長 に お

い て や む を 得 な い 事 情 が あ る と 認 め る 場 合 に は 、 こ れ ら の 申 告 書 を そ の 提 出 期 限 後 に お い て 県 民 税

の 納 税 通 知 書 が 送 達 さ れ る 時 ま で に 提 出 し た 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 削 り 、 「 年 度 分 の 県 民 税 」 を 「 年 分

の 所 得 税 」 に 、 「 こ れ ら の 申 告 書 （ そ の 提 出 期 限 後 に お い て 県 民 税 の 納 税 通 知 書 が 送 達 さ れ る 時 ま

で に 提 出 さ れ た も の を 含 む 。 ） 」 を 「 確 定 申 告 書 」 に 改 め 、 「 と き 」 の 下 に 「 （ 租 税 特 別 措 置 法 第 三 十

七 条 の 十 二 の 二 第 五 項 の 規 定 の 適 用 が あ る と き に 限 る 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 七 項 中 「 附 則 第 十 八 条 の

五 第 九 項 か ら 第 十 二 項 」 を 「 附 則 第 十 八 条 の 五 第 七 項 か ら 第 九 項 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に

定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

一 第 八 十 九 条 第 一 項 第 二 号 の 改 正 規 定 及 び 附 則 第 七 条 第 三 項 の 改 正 規 定 令 和 五 年 一 月 一 日

二 第 四 十 四 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 八 条 の 二 第 二 項 及 び 第 九 条 の 二 の 四 第

一 項 、 第 四 項 及 び 第 七 項 の 改 正 規 定 並 び に 次 項 及 び 附 則 第 三 項 の 規 定 令 和 六 年 一 月 一 日

（ 個 人 の 県 民 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

２ 前 項 第 二 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 税 条 例 （ 次 項 に お い て 「 六 年 新 条 例 」 と い う 。 ）

の 規 定 中 個 人 の 県 民 税 に 関 す る 部 分 は 、 令 和 六 年 度 以 後 の 年 度 分 の 個 人 の 県 民 税 に つ い て 適 用 し 、

令 和 五 年 度 分 ま で の 個 人 の 県 民 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
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（１９）

３ 六 年 新 条 例 附 則 第 九 条 の 二 の 四 第 四 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 令 和 六 年 度 か ら 令 和 八 年 度 ま

で の 各 年 度 分 の 個 人 の 県 民 税 に 限 り 、 同 項 中 「 に つ い て 確 定 申 告 書 」 と あ る の は 「 に 係 る 確 定 申

告 書 （ 当 該 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 損 失 の 金 額 の 生 じ た 年 が 令 和 二 年 か ら 令 和 四 年 ま で の 各 年 で あ

る 場 合 に は 、 そ の 年 の 末 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 分 の 県 民 税 に 係 る 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る

法 律 （ 令 和 四 年 法 律 第 一 号 ） 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 地 方 税 法 附 則 第 三 十 五 条 の 二 の 六 第 五

項 に 規 定 す る 申 告 書 （ そ の 提 出 期 限 後 に お い て 県 民 税 の 納 税 通 知 書 が 送 達 さ れ る 時 ま で に 提 出 さ

れ た も の を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 旧 申 告 書 」 と い う 。 ） ） 」 と 、 「 に つ い て 連 続 し て 確 定 申 告

書 を 」 と あ る の は 「 に 係 る 確 定 申 告 書 （ 当 該 年 が 令 和 三 年 又 は 令 和 四 年 で あ る 場 合 に は 、 そ の 年

の 末 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 分 の 県 民 税 に 係 る 旧 申 告 書 ） を 連 続 し て 」 と す る 。

（ 不 動 産 取 得 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

４ こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 第 七 十 三 条 及 び 第 七 十 六 条 第 二 項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後

の 不 動 産 の 取 得 に 対 し て 課 す べ き 不 動 産 取 得 税 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 の 不 動 産 の 取 得 に 対 し て

課 す る 不 動 産 取 得 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

地 方 税 法 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 不 動 産 を 取 得 し た 者 が そ の 登 記 の 申 請 を し た 場 合 は 、 不 動 産 取 得 税

に 係 る 申 告 を 不 要 と す る 等 の 改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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（２１）

（ 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 石 川 県 条 例 第 三

十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 令 和 四 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 」 に 、 「 二 年 を 」 を 「 三 年 を 」

に 、 「 第 十 条 第 七 項 第 六 号 」 を 「 第 十 条 第 八 項 第 六 号 」 に 、 「 第 四 十 二 条 の 四 第 八 項 第 七 号 」 を 「 第

四 十 二 条 の 四 第 十 九 項 第 七 号 」 に 、 「 同 法 第 六 十 八 条 の 九 第 八 項 第 六 号 」 を 「 法 人 税 法 （ 昭 和 四

十 年 法 律 第 三 十 四 号 ） 第 六 十 六 条 第 六 項 」 に 、 「 中 小 連 結 法 人 」 を 「 中 小 通 算 法 人 」 に 改 め る 。

（ 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 一 年 石 川 県 条 例

第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 第 十 二 条 第 三 項 の 表 の 第 二 号 」 を 「 第 十 二 条 第 四 項 の 表 の 第 二 号 」 に 、 「 第 四 十 五

条 第 二 項 の 表 の 第 二 号 」 を 「 第 四 十 五 条 第 三 項 の 表 の 第 二 号 」 に 改 め る 。

（ 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 令 和 三 年 石 川 県 条

例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 第 二 十 八 条 の 九 第 十 項 」 を 「 第 二 十 八 条 の 九 第 十 項 第 一 号 」 に 改 め る 。

第 二 条 第 一 項 中 「 第 十 二 条 第 三 項 の 表 の 第 一 号 」 を 「 第 十 二 条 第 四 項 の 表 の 第 一 号 」 に 、 「 第

四 十 五 条 第 二 項 の 表 の 第 一 号 」 を 「 第 四 十 五 条 第 三 項 の 表 の 第 一 号 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 等 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県

税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

議 案 第 八 号

本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 に つ い て

本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に

制 定 す る 。

令 和 四 年 五 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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（２２）

（ 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条

の 規 定 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 以 後 に 新 設 さ れ 、 又 は 増 設 さ れ る 設 備 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 新

設 さ れ 、 又 は 増 設 さ れ た 設 備 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条

に 規 定 す る 中 小 連 結 法 人 に つ い て は 、 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県

税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条 に 規 定 す る 中 小 通 算 法 人 と み な し て 、 同 条 の 規 定 を 適 用 す る 。

提 案 理 由

地 域 再 生 法 第 十 七 条 の 六 の 地 方 公 共 団 体 等 を 定 め る 省 令 等 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 県 税 の 課 税 の 特 例

措 置 の 適 用 期 限 の 延 長 等 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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（ 課 税 の 根 拠 ）

第 一 条 県 は 、 地 方 税 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 二 十 六 号 ） 第 四 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 、 核 燃 料

税 を 課 す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 発 電 用 原 子 炉 核 原 料 物 質 、 核 燃 料 物 質 及 び 原 子 炉 の 規 制 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律

第 百 六 十 六 号 。 以 下 「 原 子 炉 等 規 制 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 五 項 に 規 定 す る 発 電 用 原 子 炉 を い

う 。

二 核 燃 料 原 子 力 基 本 法 （ 昭 和 三 十 年 法 律 第 百 八 十 六 号 ） 第 三 条 第 二 号 に 規 定 す る 核 燃 料 物 質

を 発 電 用 原 子 炉 に 燃 料 と し て 使 用 で き る 形 状 又 は 組 成 に し た も の を い う 。

三 価 額 割 核 燃 料 の 価 額 を 課 税 標 準 と し て 課 す る 核 燃 料 税 を い う 。

四 出 力 割 発 電 用 原 子 炉 の 熱 出 力 を 課 税 標 準 と し て 課 す る 核 燃 料 税 を い う 。

（ 賦 課 徴 収 ）

第 三 条 核 燃 料 税 の 賦 課 徴 収 に つ い て は 、 法 令 又 は こ の 条 例 に 別 段 の 定 め が あ る も の の ほ か 、 石 川

県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 石 川 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 定 め る と こ ろ に よ る 。

（ 納 税 義 務 者 等 ）

第 四 条 核 燃 料 税 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 発 電 用 原 子 炉 を 設 置 し て 行 う 行 為 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

当 該 各 号 に 定 め る 額 に よ っ て 、 当 該 発 電 用 原 子 炉 の 設 置 者 に 課 す る 。

一 発 電 用 原 子 炉 へ の 核 燃 料 の 挿 入 価 額 割 額

二 発 電 用 原 子 炉 を 設 置 し て 行 う 発 電 事 業 出 力 割 額

２ 前 項 第 一 号 の 発 電 用 原 子 炉 へ の 核 燃 料 の 挿 入 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各

号 に 定 め る 日 に な さ れ た も の と す る 。

一 発 電 用 原 子 炉 の 設 置 後 最 初 に 核 燃 料 の 装 荷 が 行 わ れ た 場 合 原 子 炉 等 規 制 法 第 四 十 三 条 の 三

の 十 一 第 三 項 の 規 定 に よ る 原 子 力 規 制 委 員 会 の 確 認 （ 以 下 「 原 子 力 規 制 委 員 会 の 確 認 」 と い

議 案 第 九 号

石 川 県 核 燃 料 税 条 例 に つ い て

石 川 県 核 燃 料 税 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 四 年 五 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 核 燃 料 税 条 例
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う 。 ） を 受 け た 日

二 発 電 用 原 子 炉 に つ い て 原 子 炉 等 規 制 法 第 四 十 三 条 の 三 の 十 六 第 二 項 に 規 定 す る 定 期 事 業 者 検

査 の 期 間 内 に 当 該 発 電 用 原 子 炉 へ の 核 燃 料 の 装 荷 が 行 わ れ た 場 合 当 該 定 期 事 業 者 検 査 が 終 了

し た 日

三 前 二 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 発 電 用 原 子 炉 へ の 核 燃 料 の 装 荷 が 行 わ れ た 場 合 当 該 装 荷 が 終

了 し た 日

（ 課 税 期 間 ）

第 五 条 こ の 条 例 に お い て 「 課 税 期 間 」 と は 、 出 力 割 の 課 税 標 準 の 算 定 の 基 礎 と な る 期 間 を い い 、

次 に 掲 げ る 期 間 と す る 。

一 四 月 一 日 か ら 六 月 三 十 日 ま で

二 七 月 一 日 か ら 九 月 三 十 日 ま で

三 十 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で

四 一 月 一 日 か ら 三 月 三 十 一 日 ま で

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 に は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る 期 間 を そ れ

ぞ れ 一 の 課 税 期 間 と み な す 。

一 前 項 各 号 に 掲 げ る 期 間 の 中 途 に お い て 原 子 炉 等 規 制 法 第 四 十 三 条 の 三 の 三 十 三 第 一 項 に 規 定

す る 廃 止 措 置 （ 以 下 「 廃 止 措 置 」 と い う 。 ） を 講 ず る た め に 発 電 用 原 子 炉 の 運 転 を 終 了 し た 場

合 （ 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 を 除 く 。 ） 廃 止 措 置 を 講 ず る た め に 発 電 用 原 子 炉 の 運 転 を 終 了 し た

日 の 属 す る 課 税 期 間 の 初 日 か ら 当 該 運 転 を 終 了 し た 日 ま で

二 前 項 各 号 に 掲 げ る 期 間 の 中 途 に お い て 原 子 力 規 制 委 員 会 の 確 認 を 受 け た 場 合 （ 次 号 に 掲 げ る

場 合 を 除 く 。 ） 原 子 力 規 制 委 員 会 の 確 認 を 受 け た 日 か ら 当 該 原 子 力 規 制 委 員 会 の 確 認 を 受 け

た 日 の 属 す る 課 税 期 間 の 末 日 ま で

三 前 項 各 号 に 掲 げ る 期 間 の 中 途 に お い て 原 子 力 規 制 委 員 会 の 確 認 を 受 け 、 か つ 、 廃 止 措 置 を 講

ず る た め に 発 電 用 原 子 炉 の 運 転 を 終 了 し た 場 合 原 子 力 規 制 委 員 会 の 確 認 を 受 け た 日 か ら 廃 止

措 置 を 講 ず る た め に 発 電 用 原 子 炉 の 運 転 を 終 了 し た 日 ま で

（ 課 税 標 準 ）

第 六 条 核 燃 料 税 の 課 税 標 準 は 、 価 額 割 に あ っ て は 発 電 用 原 子 炉 に 挿 入 さ れ た 核 燃 料 （ 当 該 核 燃 料

の 発 電 用 原 子 炉 へ の 挿 入 に 対 し て 既 に 価 額 割 が 課 さ れ 、 又 は 課 さ れ る べ き で あ っ た も の を 除 く 。

第 九 条 第 一 項 に お い て 同 じ 。 ） の 価 額 と し 、 出 力 割 に あ っ て は 各 課 税 期 間 の 末 日 現 在 に お け る 発

電 用 原 子 炉 の 熱 出 力 と す る 。

２ 前 項 に 規 定 す る 核 燃 料 の 価 額 は 、 電 気 事 業 会 計 規 則 （ 昭 和 四 十 年 通 商 産 業 省 令 第 五 十 七 号 ） 第

二 十 五 条 及 び 第 二 十 六 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 取 得 原 価 と す る 。

３ 第 一 項 に 規 定 す る 発 電 用 原 子 炉 の 熱 出 力 は 、 原 子 炉 等 規 制 法 第 四 十 三 条 の 三 の 五 第 一 項 の 規 定

に よ り 設 置 の 許 可 を 受 け た 発 電 用 原 子 炉 の 同 条 第 二 項 第 三 号 の 熱 出 力 （ 原 子 炉 等 規 制 法 第 四 十 三
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条 の 三 の 八 第 一 項 の 規 定 に よ り 変 更 の 許 可 を 受 け た 場 合 に あ っ て は 、 当 該 変 更 の 許 可 を 受 け た 熱

出 力 ） と す る 。

４ 課 税 期 間 が 三 月 に 満 た な い 場 合 に お け る 第 一 項 に 規 定 す る 発 電 用 原 子 炉 の 熱 出 力 は 、 当 該 熱 出

力 に 当 該 課 税 期 間 の 月 数 を 乗 じ て 得 た 熱 出 力 を 三 で 除 し て 得 た 熱 出 力 と す る 。 こ の 場 合 に お け る

月 数 は 、 暦 に 従 い 計 算 し 、 一 月 に 満 た な い 端 数 を 生 じ た と き は 、 こ れ を 一 月 と す る 。

（ 税 率 ）

第 七 条 価 額 割 の 税 率 は 、 百 分 の 八 ・ 五 と す る 。

２ 出 力 割 の 税 率 は 、 一 の 課 税 期 間 ご と に 千 キ ロ ワ ッ ト に つ き 、 三 万 四 千 九 百 円 と す る 。

（ 徴 収 の 方 法 ）

第 八 条 核 燃 料 税 の 徴 収 に つ い て は 、 申 告 納 付 の 方 法 に よ る 。

（ 申 告 納 付 の 手 続 等 ）

第 九 条 核 燃 料 税 の 納 税 義 務 者 は 、 発 電 用 原 子 炉 に 核 燃 料 を 挿 入 し た と き は 、 当 該 核 燃 料 を 挿 入 し

た 日 か ら 起 算 し て 二 月 （ 第 四 条 第 二 項 第 一 号 に 掲 げ る 場 合 に あ っ て は 、 三 月 ） を 経 過 す る 日 の 属

す る 月 の 末 日 （ 第 六 条 第 二 項 の 取 得 原 価 が 確 定 し な い こ と に よ っ て 同 日 ま で に 申 告 納 付 す る こ と

が で き な い と 知 事 が 認 め る 場 合 に は 、 知 事 が 指 定 す る 日 ） ま で に 、 価 額 割 の 課 税 標 準 、 税 額 そ の

他 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 申 告 書 を 知 事 に 提 出 す る と と も に 、 そ の 申 告 に 係 る 税 額 を 納 付 し な け れ

ば な ら な い 。

２ 核 燃 料 税 の 納 税 義 務 者 は 、 課 税 期 間 の 末 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 二 月 以 内 に 、 当 該 課 税 期 間 に お

け る 出 力 割 の 課 税 標 準 、 税 額 そ の 他 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 申 告 書 を 知 事 に 提 出 す る と と も に 、 そ

の 申 告 に 係 る 税 額 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

３ 前 二 項 の 規 定 に よ り 申 告 書 を 提 出 し た 者 は 、 当 該 申 告 書 を 提 出 し た 後 に お い て そ の 申 告 に 係 る

課 税 標 準 又 は 税 額 を 修 正 し な け れ ば な ら な い 場 合 に は 、 遅 滞 な く 、 修 正 申 告 書 を 知 事 に 提 出 す る

と と も に 、 修 正 に よ り 増 加 し た 税 額 が あ る と き は 、 当 該 税 額 及 び こ れ に 併 せ て 納 付 す べ き 延 滞 金

額 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 不 足 税 額 等 の 納 付 ）

第 十 条 核 燃 料 税 の 納 税 義 務 者 は 、 地 方 税 法 第 二 百 七 十 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 核 燃 料 税 の 更 正 又

は 決 定 の 通 知 を 受 け た 場 合 に は 、 更 正 に よ り 増 加 し た 税 額 又 は 決 定 に よ る 税 額 及 び こ れ ら に 併 せ

て 納 付 す べ き 延 滞 金 額 を 当 該 更 正 又 は 決 定 に 係 る 通 知 書 に 記 載 さ れ た 納 期 限 ま で に 、 納 付 し な け

れ ば な ら な い 。

第 十 一 条 核 燃 料 税 の 納 税 義 務 者 は 、 地 方 税 法 第 二 百 七 十 八 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 核 燃 料 税 の 過 少

申 告 加 算 金 額 若 し く は 不 申 告 加 算 金 額 の 決 定 の 通 知 又 は 同 法 第 二 百 七 十 九 条 第 五 項 の 規 定 に よ る

核 燃 料 税 の 重 加 算 金 額 の 決 定 の 通 知 を 受 け た 場 合 に は 、 こ れ ら の 金 額 を 当 該 決 定 に 係 る 通 知 書 に

記 載 さ れ た 納 期 限 ま で に 、 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 課 税 地 等 ）
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第 十 二 条 核 燃 料 税 の 賦 課 徴 収 に 関 す る 石 川 県 税 条 例 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 例 第 三 条 第 一 号 中

「 固 定 資 産 税 」 と あ る の は
「 固 定 資 産 税

核 燃 料 税 」
と 、 同 条 例 第 十 条 第 二 項 第 二 号 中 「 、 事 業 所 」 と あ る

の は 「 、 事 業 所 （ 核 燃 料 税 の 徴 収 金 に あ つ て は 、 発 電 用 原 子 炉 の 所 在 地 ） 」 と す る 。

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 十 三 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 等 ）

１ こ の 条 例 は 、 地 方 税 法 第 二 百 五 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 総 務 大 臣 の 同 意 を 得 た 日 か ら 起 算 し

て 四 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 規 定 は 、 発 電 用 原 子 炉 の 設 置 者 が こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ）

以 後 に 行 う 第 四 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 行 為 （ 同 項 第 一 号 に 掲 げ る 行 為 に あ っ て は 、 施 行 日 前 に 発

電 用 原 子 炉 に 挿 入 さ れ た 核 燃 料 の 施 行 日 以 後 に 行 う 発 電 用 原 子 炉 へ の 挿 入 を 除 く 。 ） に つ い て 適

用 す る 。

（ こ の 条 例 の 施 行 に 伴 う 課 税 期 間 の 特 例 ）

３ 施 行 日 の 属 す る 課 税 期 間 は 、 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 施 行 日 を そ の 始 期 と す る 。

（ こ の 条 例 の 失 効 ）

４ こ の 条 例 は 、 施 行 日 か ら 起 算 し て 五 年 を 経 過 し た 日 に 、 そ の 効 力 を 失 う 。 た だ し 、 発 電 用 原 子

炉 の 設 置 者 が こ の 条 例 の 失 効 の 日 （ 以 下 「 失 効 日 」 と い う 。 ） 前 に 行 っ た 第 四 条 第 一 項 各 号 に 掲

げ る 行 為 に 対 し て 課 し た 、 又 は 課 す べ き で あ っ た 核 燃 料 税 に つ い て は 、 こ の 条 例 の 規 定 は 、 失 効

日 以 後 も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

（ こ の 条 例 の 失 効 に 伴 う 課 税 期 間 の 特 例 ）

５ 失 効 日 前 の 最 後 の 課 税 期 間 は 、 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 失 効 日 の 属 す る 月 の 前 月 の

末 日 を そ の 終 期 と す る 。

提 案 理 由

原 子 力 発 電 所 の 立 地 に 伴 う 安 全 ・ 防 災 対 策 に 係 る 財 政 需 要 が あ る た め 、 核 燃 料 税 を 課 税 す る 必 要

が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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す
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例
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て

（２７）

石 川 県 議 会 議 員 及 び 石 川 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使 用 等 に 係 る 公 費 負 担 に 関 す

る 条 例 （ 平 成 六 年 石 川 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 二 号 イ 中 「 一 万 五 千 八 百 円 」 を 「 一 万 六 千 百 円 」 に 改 め 、 同 号 ロ 中 「 七 千 五 百 六 十 円 」

を 「 七 千 七 百 円 」 に 改 め る 。

第 八 条 第 一 号 中 「 七 円 五 十 一 銭 」 を 「 七 円 七 十 三 銭 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 中 「 三 十 七 万 五 千 五 百

円 と 五 円 二 銭 」 を 「 三 十 八 万 六 千 五 百 円 と 五 円 十 八 銭 」 に 改 め る 。

第 十 一 条 第 一 号 中 「 五 百 二 十 五 円 六 銭 」 を 「 五 百 四 十 一 円 三 十 一 銭 」 に 、 「 三 十 一 万 五 百 円 」 を

「 三 十 一 万 六 千 二 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 中 「 二 十 七 円 五 十 銭 」 を 「 二 十 八 円 三 十 五 銭 」 に 、

「 五 十 七 万 三 千 三 十 円 」 を 「 五 十 八 万 六 千 九 百 五 円 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ 改 正 後 の 石 川 県 議 会 議 員 及 び 石 川 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使 用 等 に 係 る 公 費

負 担 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 そ の 期 日 を 告 示 さ れ る 選 挙 に つ い て 適 用 し 、

こ の 条 例 の 施 行 の 日 の 前 日 ま で に そ の 期 日 を 告 示 さ れ た 選 挙 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

公 職 選 挙 法 施 行 令 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 石 川 県 議 会 議 員 及 び 石 川 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用

自 動 車 の 使 用 及 び 選 挙 運 動 用 ビ ラ 等 の 作 成 に 係 る 公 費 負 担 の 限 度 額 を 改 定 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、

こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

議 案 第 十 号

石 川 県 議 会 議 員 及 び 石 川 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使 用

等 に 係 る 公 費 負 担 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 議 会 議 員 及 び 石 川 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使 用 等 に 係 る 公 費 負 担 に 関 す

る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 四 年 五 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 議 会 議 員 及 び 石 川 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使 用 等 に 係 る 公 費

負 担 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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つ
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用
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防
車
）

（２９）
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事

馳
浩

１
財
産
の
種
類
及
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量
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港
用
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学
消
防
車

１
台

２
取
得
金
額

１１
３
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５０
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円

３
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相
手
方

金
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二
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目
１９
番
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号
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式
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社
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田
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締
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也
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（３１）
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Ｃ
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（３３）

石 川 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 石 川 県 条 例 第 五 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

別 表 第 一 非 紹 介 患 者 等 加 算 料 の 項 中 「 五 、 〇 九 〇 円 」 を 「 七 、 七 〇 〇 円 」 に 、 「 三 、 〇 五 〇 円 」

を 「 五 、 五 〇 〇 円 」 に 、 「 二 、 五 四 〇 円 」 を 「 三 、 三 〇 〇 円 」 に 、 「 一 、 五 二 〇 円 」 を 「 二 、 〇 九 〇

円 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ 改 正 後 の 別 表 第 一 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て 適 用 し 、 同

日 前 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

健 康 保 険 法 に 係 る 厚 生 労 働 省 告 示 の 発 令 に よ り 、 地 域 医 療 支 援 病 院 等 を 紹 介 状 な し で 受 診 し た 場

合 に お け る 加 算 料 の 額 が 改 定 さ れ た こ と に 伴 い 、 県 営 病 院 の 使 用 料 の 額 を 改 定 す る 必 要 が あ る 。 こ

れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

議 案 第 十 三 号

石 川 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 四 年 五 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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（３５）

ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 （ 平 成 十 六 年 石 川 県 条 例 第 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

目 次 中
「 第 三 款 環 境 影 響 評 価 に 関 す る 手 続 等

第 一 目 方 法 書 の 作 成 等 （ 第 二 百 二 条 ― 第 二 百 七 条 ） 」
を

「 第 三 款 環 境 影 響 評 価 に 関 す る 手 続 等

第 一 目 方 法 書 の 作 成 前 の 手 続 （ 第 二 百 一 条 の 二 ― 第 二 百 一 条 の 十 一 ）

第 一 目 の 二 方 法 書 の 作 成 等 （ 第 二 百 二 条 ― 第 二 百 七 条 ） 」
に 、

「 第 二 百 二 十 条 ・ 第 二 百 二 十 一 条 」 を 「 第 二 百 二 十 条 ― 第 二 百 二 十 一 条 」 に 、 「 第 二 百 三 十 一 条 ・

第 二 百 三 十 二 条 」 を 「 第 二 百 三 十 一 条 ― 第 二 百 三 十 二 条 」 に 改 め る 。

第 百 九 十 九 条 第 二 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

二 第 一 区 分 事 業 別 表 第 三 に 掲 げ る 事 業 の 種 類 の い ず れ か に 該 当 す る 一 の 事 業 で あ っ て 、 規 模

（ 形 状 が 変 更 さ れ る 部 分 の 土 地 の 面 積 、 新 設 さ れ る 工 作 物 の 大 き さ そ の 他 の 数 値 で 表 さ れ る 事

業 の 規 模 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） が 大 き く 、 環 境 影 響 の 程 度 が 著 し い も の と な る お そ れ が あ る も

の と し て 規 則 で 定 め る も の （ 環 境 影 響 評 価 法 （ 平 成 九 年 法 律 第 八 十 一 号 ） 第 二 条 第 三 項 に 規 定

す る 第 二 種 事 業 で あ っ て 同 法 第 四 条 第 三 項 に 規 定 す る 措 置 が と ら れ て い な い も の 及 び 同 法 第 二

条 第 四 項 に 規 定 す る 対 象 事 業 （ 次 号 に お い て 「 法 対 象 事 業 等 」 と い う 。 ） を 除 く 。 ） を い う 。

第 百 九 十 九 条 中 第 四 号 を 第 六 号 と し 、 第 三 号 を 第 五 号 と し 、 第 二 号 の 次 に 次 の 二 号 を 加 え る 。

三 第 二 区 分 事 業 別 表 第 三 に 掲 げ る 事 業 の 種 類 の い ず れ か に 該 当 す る 一 の 事 業 で あ っ て 、 第 一

区 分 事 業 に 準 ず る 規 模 を 有 す る も の の う ち 、 環 境 影 響 の 程 度 が 著 し い も の と な る お そ れ が あ る

か ど う か の 判 定 （ 以 下 単 に 「 判 定 」 と い う 。 ） を 知 事 が 第 二 百 一 条 の 十 の 規 定 に よ り 行 う 必 要

が あ る も の と し て 規 則 で 定 め る も の （ 法 対 象 事 業 等 を 除 く 。 ） を い う 。

四 対 象 事 業 第 一 区 分 事 業 又 は 第 二 百 一 条 の 十 第 三 項 第 一 号 の 措 置 が と ら れ た 第 二 区 分 事 業

（ 同 条 第 四 項 及 び 第 二 百 二 十 条 の 二 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第 二 百 一 条 の 十 第 三 項 第 二 号 の 措

置 が と ら れ た も の を 除 く 。 ） を い う 。

議 案 第 十 四 号

ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 四 年 五 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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て

（３６）

第 三 編 第 三 章 第 二 節 第 三 款 中 第 一 目 を 第 一 目 の 二 と し 、 同 目 の 前 に 次 の 一 目 を 加 え る 。

第 一 目 方 法 書 の 作 成 前 の 手 続

（ 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 ）

第 二 百 一 条 の 二 第 一 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 （ 委 託 に 係 る 事 業 に あ っ て は 、 そ の 委 託 を し

よ う と す る 者 。 以 下 同 じ 。 ） は 、 第 一 区 分 事 業 に 係 る 計 画 の 立 案 の 段 階 に お い て 、 当 該 事 業 が 実

施 さ れ る べ き 区 域 そ の 他 の 技 術 指 針 で 定 め る 事 項 を 決 定 す る に 当 た っ て は 、 一 又 は 二 以 上 の 当 該

事 業 の 実 施 が 想 定 さ れ る 区 域 （ 以 下 「 事 業 実 施 想 定 区 域 」 と い う 。 ） に お け る 当 該 事 業 に 係 る 環

境 の 保 全 の た め に 配 慮 す べ き 事 項 （ 以 下 「 計 画 段 階 配 慮 事 項 」 と い う 。 ） に つ い て の 検 討 を 行 わ

な け れ ば な ら な い 。

（ 配 慮 書 の 作 成 等 ）

第 二 百 一 条 の 三 第 一 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 を 行 っ

た 結 果 に つ い て 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 計 画 段 階 環 境 配 慮 書 （ 以 下 「 配 慮 書 」 と い う 。 ） を

作 成 し な け れ ば な ら な い 。

一 第 一 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者 の

氏 名 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 ）

二 第 一 区 分 事 業 の 目 的 及 び 内 容

三 事 業 実 施 想 定 区 域 及 び そ の 周 囲 の 概 況

四 計 画 段 階 配 慮 事 項 ご と に 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 結 果 を と り ま と め た も の

五 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項

２ 相 互 に 関 連 す る 二 以 上 の 第 一 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 場 合 は 、 当 該 第 一 区 分 事 業 を 実 施 し

よ う と す る 者 は 、 こ れ ら の 第 一 区 分 事 業 に つ い て 、 併 せ て 配 慮 書 を 作 成 す る こ と が で き る 。

（ 配 慮 書 の 送 付 等 ）

第 二 百 一 条 の 四 第 一 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 配 慮 書 を 作 成 し た と き は 、 知 事 及 び 規 則

で 定 め る と こ ろ に よ り 第 一 区 分 事 業 に 係 る 環 境 影 響 を 受 け る 範 囲 で あ る と 認 め ら れ る 地 域 を 管 轄

す る 市 町 長 に 対 し 、 配 慮 書 及 び こ れ を 要 約 し た 書 類 （ 次 条 に お い て 「 要 約 書 」 と い う 。 ） を 送 付

し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 則 は 、 同 項 に 規 定 す る 地 域 が 第 一 区 分 事 業 に 係 る 環 境 影 響 評 価 に つ き 環 境 の 保 全 の 見

地 か ら の 意 見 を 求 め る 上 で 適 切 な 範 囲 の も の と な る こ と を 確 保 す る た め 、 そ の 基 準 と な る べ き 事

項 に つ い て 定 め る も の と す る 。

（ 配 慮 書 に つ い て の 公 告 及 び 縦 覧 ）

第 二 百 一 条 の 五 第 一 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 配 慮 書 を 作 成 し た と き は 、 配 慮 書 に つ い

て 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を 求 め る た め 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 配 慮 書 を 作 成 し た 旨

そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 を 公 告 し 、 公 告 の 日 か ら 起 算 し て 一 月 間 、 配 慮 書 及 び 要 約 書 （ 第 二 百 一

条 の 七 第 一 項 、 第 二 百 三 十 三 条 第 一 項 第 二 号 及 び 第 二 百 三 十 五 条 に お い て こ れ ら を 「 配 慮 書 等 」
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（３７）

と い う 。 ） を 前 条 第 一 項 に 規 定 す る 地 域 内 に お い て 縦 覧 に 供 す る と と も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ

に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 方 法 に よ り 公 表 し な け れ ば な ら な い 。

（ 配 慮 書 に つ い て の 意 見 書 の 提 出 ）

第 二 百 一 条 の 六 配 慮 書 に つ い て 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を 有 す る 者 は 、 前 条 の 公 告 の 日 か ら 、

同 条 の 縦 覧 期 間 満 了 の 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 二 週 間 を 経 過 す る 日 ま で の 間 に 、 第 一 区 分 事 業 を 実

施 し よ う と す る 者 に 対 し 、 意 見 書 の 提 出 に よ り 、 こ れ を 述 べ る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 意 見 書 の 提 出 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 配 慮 書 に つ い て の 知 事 等 の 意 見 ）

第 二 百 一 条 の 七 知 事 は 、 配 慮 書 等 の 送 付 を 受 け た と き は 、 規 則 で 定 め る 期 間 内 に 、 第 一 区 分 事 業

を 実 施 し よ う と す る 者 に 対 し 、 配 慮 書 に つ い て 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を 書 面 に よ り 述 べ る

こ と が で き る 。

２ 前 項 の 場 合 に お い て 、 知 事 は 、 期 間 を 指 定 し て 、 配 慮 書 に つ い て 第 二 百 一 条 の 四 第 一 項 に 規 定

す る 市 町 長 に 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を 求 め る も の と す る 。

３ 第 一 項 の 場 合 に お い て 、 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 当 該 市 町 長 の 意 見 を 勘 案 す る も の と す る 。

４ 第 一 項 の 場 合 に お い て 、 知 事 は 、 配 慮 書 に つ い て 審 議 会 に 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を 聴 く

も の と す る 。

５ 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 意 見 を 述 べ た と き は 、 同 項 の 書 面 の 写 し を 第 二 百 一 条 の 四 第 一 項

に 規 定 す る 市 町 長 に 送 付 す る も の と す る 。

（ 第 一 区 分 事 業 の 廃 止 等 ）

第 二 百 一 条 の 八 第 一 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 第 二 百 一 条 の 五 の 規 定 に よ る 公 告 を 行 っ

て か ら 第 二 百 四 条 の 規 定 に よ る 公 告 を 行 う ま で の 間 に お い て 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る こ

と と な っ た 場 合 に は 、 知 事 及 び 第 二 百 一 条 の 四 第 一 項 に 規 定 す る 市 町 長 に そ の 旨 を 通 知 す る と と

も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 旨 を 公 告 し な け れ ば な ら な い 。

一 第 一 区 分 事 業 を 実 施 し な い こ と と し た と き 。

二 第 二 百 一 条 の 三 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 を 修 正 し た 場 合 に お い て 当 該 修 正 後 の 事 業 が 第 一

区 分 事 業 又 は 第 二 区 分 事 業 の い ず れ に も 該 当 し な い こ と と な っ た と き 。

三 第 一 区 分 事 業 の 実 施 を 他 の 者 に 引 き 継 い だ と き 。

２ 前 項 第 三 号 の 場 合 に お い て 、 当 該 引 継 ぎ 後 の 事 業 が 第 一 区 分 事 業 で あ る と き は 、 同 項 の 規 定 に

よ る 公 告 の 日 以 前 に 当 該 引 継 ぎ 前 の 第 一 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 が 行 っ た 計 画 段 階 配 慮 事

項 に つ い て の 検 討 そ の 他 の 手 続 は 新 た に 第 一 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 と な っ た 者 が 行 っ た

も の と み な し 、 当 該 引 継 ぎ 前 の 第 一 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 に つ い て 行 わ れ た 計 画 段 階 配

慮 事 項 に つ い て の 検 討 そ の 他 の 手 続 は 新 た に 第 一 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 と な っ た 者 に つ

い て 行 わ れ た も の と み な す 。

（ 第 二 区 分 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 ）



議
案
第
十
四
号

ふ
る
さ
と
石
川
の
環
境
を
守
り
育
て
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（３８）

第 二 百 一 条 の 九 第 二 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 （ 委 託 に 係 る 事 業 に あ っ て は 、 そ の 委 託 を し

よ う と す る 者 。 以 下 同 じ 。 ） は 、 第 二 区 分 事 業 に 係 る 計 画 の 立 案 の 段 階 に お い て 、 第 二 百 一 条 の

二 の 事 業 が 実 施 さ れ る べ き 区 域 そ の 他 の 技 術 指 針 で 定 め る 事 項 を 決 定 す る に 当 た っ て は 、 一 又 は

二 以 上 の 当 該 事 業 の 実 施 が 想 定 さ れ る 区 域 に お け る 当 該 事 業 に 係 る 環 境 の 保 全 の た め に 配 慮 す べ

き 事 項 に つ い て の 検 討 そ の 他 の 手 続 を 行 う こ と が で き る 。

２ 前 項 の 場 合 に お い て 、 当 該 第 二 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 当 該 事 業 の 実 施 が 想 定 さ れ

る 区 域 に お け る 環 境 の 保 全 の た め に 配 慮 す べ き 事 項 に つ い て の 検 討 そ の 他 の 手 続 を 行 う こ と と し

た 旨 を 知 事 に 書 面 に よ り 通 知 す る も の と す る 。

３ 前 項 の 規 定 に よ る 通 知 を し た 第 二 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 に つ い て は 、 第 一 区 分 事 業 を

実 施 し よ う と す る 者 と み な し 、 第 二 百 一 条 の 二 か ら 前 条 ま で の 規 定 を 適 用 す る 。

（ 第 二 区 分 事 業 に 係 る 判 定 ）

第 二 百 一 条 の 十 第 二 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 次 に 掲 げ る

事 項 を 知 事 に 書 面 に よ り 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

一 第 二 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者 の

氏 名 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 ）

二 第 二 区 分 事 業 の 種 類 及 び 規 模

三 第 二 区 分 事 業 が 実 施 さ れ る べ き 区 域 そ の 他 第 二 区 分 事 業 の 概 要

２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 （ 以 下 こ の 条 及 び 第 二 百 二 十 条 の 二 第 一 項 に お い て 「 届 出 」 と

い う 。 ） に 係 る 第 二 区 分 事 業 が 実 施 さ れ る べ き 区 域 を 管 轄 す る 市 町 長 に 届 出 に 係 る 書 面 の 写 し を

送 付 し 、 三 十 日 以 上 の 期 間 を 指 定 し て こ の 条 例 （ こ の 条 を 除 く 。 ） の 規 定 に よ る 環 境 影 響 評 価 そ

の 他 の 手 続 が 行 わ れ る 必 要 が あ る か ど う か に つ い て の 意 見 及 び そ の 理 由 を 求 め な け れ ば な ら な い 。

３ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 市 町 長 の 意 見 が 述 べ ら れ た と き は 、 こ れ を 勘 案 し て 、 規 則 で 定 め る

と こ ろ に よ り 、 届 出 の 日 か ら 起 算 し て 六 十 日 以 内 に 、 届 出 に 係 る 第 二 区 分 事 業 に つ い て の 判 定 を

行 い 、 環 境 影 響 の 程 度 が 著 し い も の と な る お そ れ が あ る と 認 め る と き は 第 一 号 の 措 置 を 、 お そ れ

が な い と 認 め る と き は 第 二 号 の 措 置 を と ら な け れ ば な ら な い 。

一 こ の 条 例 （ こ の 条 を 除 く 。 ） の 規 定 に よ る 環 境 影 響 評 価 そ の 他 の 手 続 が 行 わ れ る 必 要 が あ る

旨 及 び そ の 理 由 を 、 書 面 を も っ て 、 届 出 を し た 者 及 び 前 項 の 市 町 長 に 通 知 す る こ と 。

二 こ の 条 例 （ こ の 条 を 除 く 。 ） の 規 定 に よ る 環 境 影 響 評 価 そ の 他 の 手 続 が 行 わ れ る 必 要 が な い

旨 及 び そ の 理 由 を 、 書 面 を も っ て 、 届 出 を し た 者 及 び 前 項 の 市 町 長 に 通 知 す る こ と 。

４ 届 出 を し た 者 で 前 項 第 一 号 の 措 置 が と ら れ た も の が 当 該 第 二 区 分 事 業 の 規 模 又 は そ の 実 施 さ れ

る べ き 区 域 を 変 更 し て 当 該 事 業 を 実 施 し よ う と す る 場 合 に お い て 、 当 該 変 更 後 の 当 該 事 業 が 第 二

区 分 事 業 に 該 当 す る と き は 、 そ の 者 は 、 当 該 変 更 後 の 当 該 事 業 に つ い て 、 届 出 を す る こ と が で き

る 。 こ の 場 合 に お い て 、 前 二 項 の 規 定 は 、 当 該 届 出 に つ い て 準 用 す る 。

５ 第 二 区 分 事 業 （ 対 象 事 業 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ） を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 第 三 項 第 二 号 （ 前
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（３９）

項 及 び 第 二 百 二 十 条 の 二 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 措 置 が と ら れ る ま で は 、 当 該

第 二 区 分 事 業 を 実 施 し て は な ら な い 。

６ 第 二 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 判 定 を 受 け る こ と な く こ

の 条 例 （ こ の 条 を 除 く 。 ） の 規 定 に よ る 環 境 影 響 評 価 そ の 他 の 手 続 を 行 う こ と が で き る 。 こ の 場

合 に お い て 、 当 該 第 二 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 こ の 条 例 （ こ の 条 を 除 く 。 ） の 規 定 に

よ る 環 境 影 響 評 価 そ の 他 の 手 続 を 行 う こ と と し た 旨 を 知 事 に 書 面 に よ り 通 知 す る も の と す る 。

７ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 通 知 を 受 け た と き は 、 当 該 通 知 に 係 る 第 二 区 分 事 業 が 実 施 さ れ る べ

き 区 域 を 管 轄 す る 市 町 長 に 当 該 通 知 に 係 る 書 面 の 写 し を 送 付 し な け れ ば な ら な い 。

８ 第 六 項 の 規 定 に よ る 通 知 に 係 る 第 二 区 分 事 業 は 、 当 該 通 知 の 時 に 第 三 項 第 一 号 の 措 置 が と ら れ

た も の と み な す 。

（ 環 境 影 響 評 価 法 の 第 二 種 事 業 に 関 す る 特 例 ）

第 二 百 一 条 の 十 一 環 境 影 響 評 価 法 第 四 条 第 三 項 第 二 号 の 措 置 が と ら れ た 第 二 種 事 業 （ 同 法 第 二 条

第 三 項 に 規 定 す る 「 第 二 種 事 業 」 を い う 。 ） の う ち 、 同 法 第 三 条 の 十 第 二 項 の 規 定 に よ り 適 用 さ

れ る 同 法 第 三 条 の 二 か ら 第 三 条 の 九 ま で に 規 定 す る 検 討 そ の 他 の 手 続 が 行 わ れ た も の に つ い て は 、

第 二 百 一 条 の 二 か ら 第 二 百 一 条 の 八 ま で に 規 定 す る 検 討 そ の 他 の 手 続 が 行 わ れ た も の と み な す 。

２ 前 項 の 場 合 に お い て 、 環 境 影 響 評 価 法 第 三 条 の 三 の 規 定 に よ る 計 画 段 階 環 境 配 慮 書 は 第 二 百 一

条 の 三 の 規 定 に よ る 配 慮 書 と 、 同 法 第 三 条 の 七 第 一 項 の 規 定 に よ る 関 係 す る 行 政 機 関 （ 知 事 に 限

る 。 ） 及 び 一 般 の 意 見 は 第 二 百 一 条 の 七 第 一 項 の 規 定 に よ る 知 事 及 び 第 二 百 一 条 の 六 第 一 項 の 規

定 に よ る 意 見 を 有 す る 者 の 意 見 と み な す 。

第 二 百 二 条 第 一 項 中 「 事 業 者 は 、 」 の 下 に 「 配 慮 書 を 作 成 し て い る と き は そ の 配 慮 書 の 内 容 を 踏

ま え る と と も に 、 第 二 百 一 条 の 七 第 一 項 の 意 見 が 述 べ ら れ た と き は こ れ を 勘 案 し 、 第 二 百 一 条 の 六

第 一 項 の 意 見 が 述 べ ら れ た と き は こ れ に 配 意 し て 、 第 一 区 分 事 業 が 実 施 さ れ る べ き 区 域 そ の 他 の 技

術 指 針 で 定 め る 事 項 を 決 定 し 、 」 を 、 「 次 に 掲 げ る 事 項 」 の 下 に 「 （ 配 慮 書 を 作 成 し て い な い 場 合 に

お い て は 、 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 掲 げ る 事 項 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 第 一 号 中 「 又 は 名 称 及 び 住

所 並 び に 法 人 に あ っ て は 、 そ の 代 表 者 の 氏 名 」 を 「 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者

の 氏 名 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 ） 」 に 改 め 、 同 項 中 第 五 号 を 第 九 号 と し 、 第 四 号 を 第 八 号 と し 、

第 三 号 の 次 に 次 の 四 号 を 加 え る 。

四 第 二 百 一 条 の 三 第 一 項 第 四 号 に 掲 げ る 事 項

五 第 二 百 一 条 の 六 第 一 項 の 意 見 の 概 要

六 第 二 百 一 条 の 七 第 一 項 の 知 事 の 意 見

七 前 二 号 の 意 見 に つ い て の 事 業 者 の 見 解

第 二 百 八 条 中 「 第 二 百 二 条 第 一 項 第 四 号 」 を 「 第 二 百 二 条 第 一 項 第 八 号 」 に 改 め る 。

第 二 百 十 九 条 中 「 公 衆 の 」 を 削 る 。

第 二 百 二 十 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。
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（ 事 業 内 容 の 修 正 の 場 合 の 第 二 区 分 事 業 に 係 る 判 定 ）

第 二 百 二 十 条 の 二 事 業 者 は 、 第 二 百 四 条 の 規 定 に よ る 公 告 を 行 っ て か ら 第 二 百 十 九 条 の 規 定 に よ

る 公 告 を 行 う ま で の 間 に 第 二 百 二 条 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 を 修 正 し よ う と す る 場 合 に お い て 、

当 該 修 正 後 の 事 業 が 第 二 区 分 事 業 に 該 当 す る と き は 、 当 該 修 正 後 の 事 業 に つ い て 、 第 二 百 一 条 の

十 第 一 項 の 規 定 の 例 に よ り 届 出 を す る こ と が で き る 。

２ 第 二 百 一 条 の 十 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場

合 に お い て 、 同 条 第 三 項 第 一 号 中 「 そ の 他 の 手 続 」 と あ る の は 、 「 そ の 他 の 手 続 （ 当 該 届 出 の 時

ま で に 行 っ た も の を 除 く 。 ） 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

３ 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 者 は 、 前 項 に お い て 準 用 す る 第 二 百 一 条 の 十 第 三 項 第 二 号 に 規

定 す る 措 置 が と ら れ た と き は 、 第 二 百 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 市 町 長 又 は 関 係 市 町 長 に そ の 旨 を 通

知 す る と と も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 旨 を 公 告 し な け れ ば な ら な い 。

第 二 百 二 十 一 条 第 一 項 第 二 号 中 「 対 象 事 業 に 」 を 「 第 一 区 分 事 業 又 は 第 二 区 分 事 業 の い ず れ に

も 」 に 改 め る 。

第 二 百 二 十 九 条 の 見 出 し 中 「 対 象 事 業 」 を 「 第 一 区 分 事 業 等 」 に 改 め 、 同 条 中 「 対 象 事 業 が 」 を

「 第 一 区 分 事 業 、 第 二 区 分 事 業 又 は 対 象 事 業 （ 以 下 こ の 条 、 次 条 、 第 二 百 三 十 五 条 及 び 第 二 百 三 十

六 条 に お い て 「 第 一 区 分 事 業 等 」 と い う 。 ） が 」 に 、 「 対 象 事 業 又 は 対 象 事 業 」 を 「 第 一 区 分 事 業 等

又 は 第 一 区 分 事 業 等 」 に 、 「 対 象 事 業 に つ い て は 、 」 を 「 第 一 区 分 事 業 等 に つ い て は 、 第 二 百 一 条 の

二 か ら 第 二 百 一 条 の 八 ま で の 規 定 に よ り 行 う べ き 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 そ の 他 の 手 続 、

第 二 百 一 条 の 十 の 規 定 に よ り 行 う べ き 届 出 そ の 他 の 手 続 及 び 」 に 改 め 、 「 事 業 者 が 」 を 削 り 、 「 対 象

事 業 に 係 る 事 業 者 」 を 「 第 一 区 分 事 業 等 に 係 る 第 一 区 分 事 業 若 し く は 第 二 区 分 事 業 を 実 施 し よ う と

す る 者 又 は 事 業 者 （ 次 条 、 第 二 百 三 十 三 条 、 第 二 百 三 十 五 条 及 び 第 二 百 三 十 七 条 に お い て 「 事 業 を

実 施 し よ う と す る 者 等 」 と い う 。 ） 」 に 改 め 、 「 お い て 」 の 下 に 「 、 第 二 百 一 条 の 三 第 二 項 、 第 二 百

一 条 の 八 第 一 項 第 三 号 及 び 第 二 項 」 を 加 え る 。

第 二 百 三 十 条 の 見 出 し 中 「 事 業 者 」 を 「 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 等 」 に 改 め 、 同 条 中 「 対 象 事

業 」 を 「 第 一 区 分 事 業 等 」 に 、 「 事 業 者 」 を 「 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 等 」 に 、 「 環 境 影 響 評 価 」

を 「 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 そ の 他 の 手 続 、 届 出 そ の 他 の 手 続 及 び 環 境 影 響 評 価 」 に 改 め

る 。
第 二 百 三 十 一 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 二 百 三 十 一 条 の 二 知 事 は 、 環 境 影 響 評 価 法 第 三 条 の 七 第 一 項 の 規 定 に よ り 意 見 を 述 べ る 場 合 に

お い て 、 審 議 会 に 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を 聴 く も の と す る 。

第 二 百 三 十 三 条 第 一 項 中 「 事 業 者 」 を 「 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 等 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 方

法 書 等 」 を 「 配 慮 書 等 、 方 法 書 等 」 に 改 め 、 同 項 中 第 五 号 を 第 六 号 と し 、 第 四 号 を 第 五 号 と し 、 第

三 号 を 第 四 号 と し 、 第 二 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

三 第 二 百 一 条 の 十 第 五 項 の 規 定 に 違 反 し て 第 二 区 分 事 業 を 実 施 し た と き 。
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第 二 百 三 十 三 条 第 三 項 中 「 事 業 者 又 は 」 を 「 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 等 又 は 」 に 改 め る 。

第 二 百 三 十 五 条 中 「 事 業 者 」 を 「 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 等 」 に 、 「 方 法 書 等 」 を 「 配 慮 書 等 、

方 法 書 等 」 に 、 「 対 象 事 業 」 を 「 第 一 区 分 事 業 等 」 に 改 め る 。

第 二 百 三 十 六 条 （ 見 出 し を 含 む 。 ） 中 「 対 象 事 業 」 を 「 第 一 区 分 事 業 等 」 に 改 め る 。

第 二 百 三 十 七 条 中 「 事 業 者 」 を 「 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 等 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 第 二 百 四 条 の 規 定 に よ る 公 告 が 行 わ れ た

事 業 、 環 境 影 響 評 価 法 （ 平 成 九 年 法 律 第 八 十 一 号 ） 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 が 行 わ れ た 事

業 及 び 環 境 影 響 評 価 法 施 行 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 令 和 三 年 政 令 第 二 百 八 十 三 号 ） 附 則 第 三 条

第 一 項 又 は 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 が 行 わ れ た 事 業 （ 施 行 日 以 後 に そ の 内 容 を 変 更 せ ず 、

又 は 事 業 の 規 模 を 縮 小 し て 実 施 さ れ る も の に 限 る 。 ） に 係 る 環 境 影 響 評 価 そ の 他 の 手 続 に つ い て

は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

環 境 影 響 評 価 法 施 行 令 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 環 境 影 響 評 価 法 の 対 象 外 と な る 規 模 の 風 力 発 電 所 に つ

い て 、 本 条 例 の 対 象 と し 、 環 境 配 慮 す べ き 事 項 を 事 業 の 早 期 段 階 か ら 反 映 さ せ る た め 、 同 法 の 規 定

に 準 じ た 手 続 を 設 け る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。





報
告
第
一
号

令
和
三
年
度
石
川
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
十
四
号
）
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（４３）

報
告
第
１
号

令
和
３
年
度
石
川
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１４
号
）
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
専
決
処
分
し
た
の
で
報
告
す
る
。

令
和
４
年
５
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

専
決
第
１７
号

令
和
３
年
度
石
川
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１４
号
）

令
和
３
年
度
の
石
川
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１４
号
）
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
予
算
の
補
正
）

第
１
条
歳
入
予
算
の
補
正
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
並
び
に
補
正
後
の
歳
入
予
算
の
金
額
は
、「
第
１
表
令
和
３
年
度
石
川
県
一
般
会
計
歳
入
補
正
予

算
」
に
よ
る
。

（
地
方
債
の
補
正
）

第
２
条
地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
２３
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
地
方
債
の
変
更
は
、「
第
２
表
地
方
債
補
正
」
に
よ
る
。

令
和
４
年
３
月
３１
日

地
方
自
治
法
第
１７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専
決

石
川
県
知
事

馳
浩



報
告
第
一
号

令
和
三
年
度
石
川
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
十
四
号
）
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（４４）
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�
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計
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００
，０
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１
，９
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００
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，０
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税
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入
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税
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方
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与

税

１ ３
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１２
５
，３
０５

６３
，７
６８

８
，９
７３

１４
６
，５
６１
，０
５９

１４
６
，５
６１
，０
５９

２７
９
，５
３５

２７
９
，５
３５

８１
，２
８７
，０
００

８１
，２
８７
，０
００

７３
２
，７
９４
，２
０９

１５
，３
０５

３
，７
６８

�
４
，０
２７

９６
９
，０
５３

９６
９
，０
５３

２９
，５
３５

２９
，５
３５

�
５
，０
００
，０
００

�
５
，０
００
，０
００ －

１１
０
，０
００

６０
，０
００

１３
，０
００

１４
５
，５
９２
，０
０６

１４
５
，５
９２
，０
０６

２５
０
，０
００

２５
０
，０
００

８６
，２
８７
，０
００

８６
，２
８７
，０
００

７３
２
，７
９４
，２
０９

自
動
車
重
量
譲
与
税

森
林
環
境
譲
与
税

航
空
機
燃
料
譲
与
税

地
方

交
付

税

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

県
債

歳
入

合
計

４ ５ ６ １ １ １

地
方

交
付

税

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

県
債

５ ６ １５
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第
２
表
地
方
債
補
正

千
円

千
円

起
債

の
目

的
補

正
前

補
正

後
限
度

額
起
債
の
方
法
利

率
償

還
の

方
法

限
度

額
起
債
の
方
法
利

率
償

還
の

方
法

工
業

試
験

場
費

９６
，０
００
普
通
貸
借
又

は
証
券
発
行
８
．５
％
以
内

（
た
だ
し
、利

率
見
直
し
方

式
で
借
り
入

れ
る
資
金
に

つ
い
て
、利

率
の
見
直
し

を
行
っ
た
後

に
お
い
て
は
、

当
該
見
直
し

後
の
利
率
）

借
入
先
の
融
通
条
件
に
よ
る
。

た
だ
し
、県
財
政
そ
の
他
の

都
合
に
よ
り
、
据
置
期
間
及

び
償
還
期
限
を
短
縮
し
、
若

し
く
は
繰
上
償
還
又
は
借
換

え
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

９５
，０
００
普
通
貸
借
又

は
証
券
発
行
８
．５
％
以
内

（
た
だ
し
、利

率
見
直
し
方

式
で
借
り
入

れ
る
資
金
に

つ
い
て
、利

率
の
見
直
し

を
行
っ
た
後

に
お
い
て
は
、

当
該
見
直
し

後
の
利
率
）

借
入
先
の
融
通
条
件
に
よ
る
。

た
だ
し
、県
財
政
そ
の
他
の

都
合
に
よ
り
、
据
置
期
間
及

び
償
還
期
限
を
短
縮
し
、
若

し
く
は
繰
上
償
還
又
は
借
換

え
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

林
道

費
４２
０
，０
００

４１
９
，０
００

治
山

費
１
，１
２１
，０
００

１
，１
２０
，０
００

水
産

業
振

興
費

１０
６
，０
００

１０
３
，０
００

漁
港

建
設

費
２２
０
，０
００

２１
４
，０
００

道
路

建
設

費
１１
，２
０８
，０
００

９
，６
６１
，０
００

道
路

整
備

費
４
，０
３９
，０
００

３
，６
８１
，０
００

国
直
轄
道
路
事
業
費
負
担
金

５
，０
０４
，０
００

４
，７
２５
，０
００

河
川

改
良

費
４
，９
７６
，０
００

４
，０
１９
，０
００

国
直
轄
河
川
事
業
費
負
担
金

６４
７
，０
００

５９
８
，０
００

国
直
轄
砂
防
事
業
費
負
担
金

９１
６
，０
００

８６
９
，０
００

国
直
轄
海
岸
事
業
費
負
担
金

４７
７
，０
００

４５
９
，０
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港
湾

管
理

費
４１
７
，０
００

４１
５
，０
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港
湾

改
良

費
４６
４
，０
００

４６
３
，０
００

国
直
轄
港
湾
事
業
費
負
担
金

１
，２
１１
，０
００

１
，１
７３
，０
００

街
路

事
業

費
７０
８
，０
００

７１
８
，０
００

都
市
計
画
整
備
費

１
，９
９４
，０
００

１
，９
５６
，０
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公
園

整
備

費
１
，５
７３
，０
００

１
，５
７１
，０
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交
通
指
導
取
締
費

５２
２
，０
００

５２
４
，０
００

高
等
学
校
整
備
費

１
，１
２４
，０
００

１
，１
１７
，０
００

文
化

財
保

護
費

３２
，０
００

３１
，０
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林
道
災
害
復
旧
事
業
費

２４
，０
００

２３
，０
００

土
木
施
設
災
害
復
旧
費

６
，０
００

５
，０
００

港
湾
災
害
復
旧
費

１４
６
，０
００

１３
８
，０
００

交
通

対
策

費
５
，１
６７
，０
００

４
，８
９３
，０
００

男
女
共
同
参
画
費

４
，０
００

３
，０
００

文
化

振
興

費
６
，７
２１
，０
００

５
，３
５１
，０
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歴
史

博
物

館
費

４７
，０
００

４６
，０
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千
円

千
円

起
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地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
専
決
処
分
し
た
の
で
報
告
す
る
。

令
和
４
年
５
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩
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専 決 第 十 六 号

石 川 県 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 四 年 三 月 三 十 一 日

地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 百 七 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 専 決

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 石 川 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 石 川 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 石 川 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 十 二 条 第 二 項 た だ し 書 中 「 、 磁 気 テ ー プ 」 を 削 り 、 同 条 第 七 項 中 「 第 五 十 三 条 第 七 十 二 項 」

を 「 第 五 十 三 条 第 七 十 四 項 」 に 改 め る 。

第 五 十 五 条 第 一 項 第 一 号 中 「 及 び 第 三 号 」 を 「 か ら 第 四 号 ま で 」 に 改 め 、 同 号 ロ 中 「 第 七 十 二

条 の 二 十 四 の 七 第 六 項 各 号 」 を 「 第 七 十 二 条 の 二 十 四 の 七 第 七 項 各 号 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 ガ

ス 供 給 業 （ 」 を 「 ガ ス 供 給 業 の う ち 」 に 、 「 以 外 の も の の う ち 、 同 条 第 十 項 に 規 定 す る ガ ス 製 造

事 業 者 及 び 電 気 事 業 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 法 律 （ 平 成 二 十 七 年 法 律 第 四 十 七 号 ） 附 則 第 二 十

二 条 第 一 項 に 規 定 す る 旧 一 般 ガ ス み な し ガ ス 小 売 事 業 者 （ 同 項 の 義 務 を 負 う 者 に 限 る 。 ） 以 外 の

者 が 行 う も の を 除 く 。 以 下 こ の 節 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 「 （ 以 下 こ の 節 に お い て 「 導 管 ガ ス 供 給 業 」

と い う 。 ） 」 に 、 「 及 び 貿 易 保 険 業 」 を 「 並 び に 貿 易 保 険 業 」 に 改 め 、 同 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

四 ガ ス 供 給 業 の う ち 、 ガ ス 事 業 法 第 二 条 第 十 項 に 規 定 す る ガ ス 製 造 事 業 者 （ 同 法 第 五 十 四 条

の 二 に 規 定 す る 特 別 一 般 ガ ス 導 管 事 業 者 に 係 る 同 法 第 三 十 八 条 第 二 項 第 四 号 の 供 給 区 域 内 に

お い て ガ ス 製 造 事 業 （ 同 法 第 二 条 第 九 項 に 規 定 す る ガ ス 製 造 事 業 を い う 。 ） を 行 う 者 に 限 る 。 ）

が 行 う も の （ 導 管 ガ ス 供 給 業 を 除 く 。 第 五 十 七 条 第 二 項 及 び 第 五 十 八 条 第 四 項 に お い て 「 特

定 ガ ス 供 給 業 」 と い う 。 ） 収 入 割 額 、 付 加 価 値 割 額 及 び 資 本 割 額 の 合 算 額

第 五 十 七 条 第 一 項 中 「 第 二 十 一 条 の 六 」 を 「 第 二 十 一 条 の 七 」 に 、 「 第 二 十 条 」 を 「 第 十 九 条 」

に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 ガ ス 供 給 業 」 の 下 に 「 （ 導 管 ガ ス 供 給 業 及 び 特 定 ガ ス 供 給 業 に 限 る 。 以

下 こ の 節 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。

第 五 十 八 条 第 一 項 中 「 第 四 項 」 を 「 第 五 項 」 に 改 め 、 同 項 第 一 号 ハ 中 「 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る

金 額 の 区 分 に よ り 各 事 業 年 度 の 所 得 を 区 分 し 、 当 該 区 分 に 応 ず る 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 率 」 を 「 各

事 業 年 度 の 所 得 に 百 分 の 一 」 に 、 「 計 算 し た 金 額 を 合 計 し た 」 を 「 得 た 」 に 改 め 、 同 号 ハ の 表 を

削 り 、 同 条 第 二 項 中 「 ガ ス 供 給 業 」 を 「 導 管 ガ ス 供 給 業 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 の も の 」 の 下
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に 「 （ 第 五 十 五 条 第 一 項 第 一 号 イ に 掲 げ る 法 人 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 中 第 一 号 を 削 り 、 第 二 号

を 第 一 号 と し 、 同 項 第 三 号 中 「 そ の 他 」 を 「 特 別 法 人 以 外 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 二 号 と し 、 同

項 を 同 条 第 五 項 と し 、 同 条 第 三 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

４ 特 定 ガ ス 供 給 業 に 対 す る 事 業 税 の 額 は 、 次 に 掲 げ る 金 額 の 合 計 額 と す る 。

一 各 事 業 年 度 の 収 入 金 額 に 百 分 の 〇 ・ 四 八 を 乗 じ て 得 た 金 額

二 各 事 業 年 度 の 付 加 価 値 額 に 百 分 の 〇 ・ 七 七 を 乗 じ て 得 た 金 額

三 各 事 業 年 度 の 資 本 金 等 の 額 に 百 分 の 〇 ・ 三 二 を 乗 じ て 得 た 金 額

第 六 十 条 の 二 第 一 項 た だ し 書 中 「 、 磁 気 テ ー プ 」 を 削 る 。

第 六 十 五 条 中 「 第 七 条 」 を 「 第 六 条 の 七 」 に 改 め る 。

第 六 十 五 条 の 二 第 三 項 中 「 第 七 条 の 二 」 を 「 第 六 条 の 八 」 に 改 め る 。

第 七 十 三 条 第 二 項 中 「 第 七 十 三 条 の 十 四 第 五 項 か ら 第 十 項 」 を 「 第 七 十 三 条 の 十 四 第 六 項 か ら

第 十 一 項 」 に 改 め る 。

第 七 十 三 条 の 二 第 二 項 第 二 号 中 「 第 三 十 七 条 の 十 八 （ 第 二 号 を 除 く 。 ） 」 を 「 第 三 十 七 条 の 十 八

第 三 項 」 に 改 め る 。

第 七 十 五 条 第 一 項 中 「 第 三 十 九 条 の 二 の 三 第 一 項 」 を 「 第 三 十 九 条 の 二 の 四 第 一 項 」 に 、 「 第

三 十 九 条 の 二 の 三 第 二 項 」 を 「 第 三 十 九 条 の 二 の 四 第 二 項 」 に 改 め 、 同 条 第 五 項 中 「 第 三 十 九 条

の 三 の 三 」 を 「 第 三 十 九 条 の 三 の 二 」 に 改 め 、 同 条 第 六 項 中 「 第 三 十 九 条 の 三 の 二 」 を 「 第 三 十

九 条 の 三 」 に 改 め る 。

附 則 第 十 条 第 四 項 中 「 （ 同 法 第 百 四 十 五 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 「 又 は 第 百 四 十

四 条 の 十 三 」 に 改 め 、 同 条 第 六 項 中 「 （ 同 法 第 百 四 十 五 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 若 し く

は 同 法 第 八 十 八 条 」 を 「 、 第 八 十 八 条 （ 同 法 第 百 四 十 五 条 の 五 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ）

若 し く は 第 百 四 十 四 条 の 三 第 一 項 」 に 改 め る 。

附 則 第 十 条 の 二 の 二 中 「 同 条 第 四 項 第 二 号 」 を 「 同 条 第 五 項 第 一 号 」 に 改 め る 。

附 則 第 十 二 条 の 四 第 一 項 の 表 第 九 号 中 「 第 四 十 二 条 の 四 第 八 項 第 七 号 」 を 「 第 四 十 二 条 の 四 第

十 九 項 第 七 号 」 に 改 め る 。

附 則 第 十 六 条 第 一 項 中 「 第 九 条 第 六 項 」 を 「 第 九 条 第 七 項 」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 附 則 第 六 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た

同 条 例 附 則 第 一 項 第 四 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 前 の 石 川 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 二 年 石 川 県 条 例 第 三 十 六 号 ） 附 則 第 六 項 の 規 定

に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た 同 条 例 附 則 第 一 項 第 四 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 前 の

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 十 五 条 第 一 項 第 一 号 中 「 及 び 第 三 号 」 を 「 か ら 第 四 号 ま で 」 に 改 め 、 同 号 ロ 中 「 第 七 十 二

条 の 二 十 四 の 七 第 六 項 各 号 」 を 「 第 七 十 二 条 の 二 十 四 の 七 第 七 項 各 号 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 ガ

ス 供 給 業 （ 」 を 「 ガ ス 供 給 業 の う ち 」 に 、 「 以 外 の も の の う ち 、 同 条 第 十 項 に 規 定 す る ガ ス 製 造
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（５２）

事 業 者 及 び 電 気 事 業 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 法 律 （ 平 成 二 十 七 年 法 律 第 四 十 七 号 ） 附 則 第 二 十

二 条 第 一 項 に 規 定 す る 旧 一 般 ガ ス み な し ガ ス 小 売 事 業 者 （ 同 項 の 義 務 を 負 う 者 に 限 る 。 ） 以 外 の

者 が 行 う も の を 除 く 。 以 下 こ の 節 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 「 （ 以 下 こ の 節 に お い て 「 導 管 ガ ス 供 給 業 」

と い う 。 ） 」 に 、 「 及 び 貿 易 保 険 業 」 を 「 並 び に 貿 易 保 険 業 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 及 び 同 号 」

を 「 、 同 号 」 に 改 め 、 「 発 電 事 業 等 」 と い う 。 ） 」 の 下 に 「 及 び 同 号 に 規 定 す る 特 定 卸 供 給 事 業 （ 以

下 こ の 節 に お い て 「 特 定 卸 供 給 事 業 」 と い う 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

四 ガ ス 供 給 業 の う ち 、 ガ ス 事 業 法 第 二 条 第 十 項 に 規 定 す る ガ ス 製 造 事 業 者 （ 同 法 第 五 十 四 条

の 二 に 規 定 す る 特 別 一 般 ガ ス 導 管 事 業 者 に 係 る 同 法 第 三 十 八 条 第 二 項 第 四 号 の 供 給 区 域 内 に

お い て ガ ス 製 造 事 業 （ 同 法 第 二 条 第 九 項 に 規 定 す る ガ ス 製 造 事 業 を い う 。 ） を 行 う 者 に 限 る 。 ）

が 行 う も の （ 導 管 ガ ス 供 給 業 を 除 く 。 第 五 十 七 条 第 二 項 及 び 第 五 十 八 条 第 四 項 に お い て 「 特

定 ガ ス 供 給 業 」 と い う 。 ） 収 入 割 額 、 付 加 価 値 割 額 及 び 資 本 割 額 の 合 算 額

第 五 十 七 条 第 一 項 中 「 第 二 十 一 条 の 六 」 を 「 第 二 十 一 条 の 七 」 に 、 「 第 二 十 条 」 を 「 第 十 九 条 」

に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 ガ ス 供 給 業 」 の 下 に 「 （ 導 管 ガ ス 供 給 業 及 び 特 定 ガ ス 供 給 業 に 限 る 。 以

下 こ の 節 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。

第 五 十 八 条 第 一 項 中 「 第 四 項 」 を 「 第 五 項 」 に 改 め 、 同 項 第 一 号 ハ 中 「 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る

金 額 の 区 分 に よ り 各 事 業 年 度 の 所 得 を 区 分 し 、 当 該 区 分 に 応 ず る 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 率 」 を 「 各

事 業 年 度 の 所 得 に 百 分 の 一 」 に 、 「 計 算 し た 金 額 を 合 計 し た 」 を 「 得 た 」 に 改 め 、 同 号 ハ の 表 を

削 り 、 同 条 第 二 項 中 「 及 び 発 電 事 業 等 」 を 「 、 発 電 事 業 等 及 び 特 定 卸 供 給 業 」 に 、 「 ガ ス 供 給 業 」

を 「 導 管 ガ ス 供 給 業 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 及 び 発 電 事 業 等 」 を 「 、 発 電 事 業 等 及 び 特 定 卸 供

給 事 業 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 の も の 」 の 下 に 「 （ 第 五 十 五 条 第 一 項 第 一 号 イ に 掲 げ る 法 人 を

除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 中 第 一 号 を 削 り 、 第 二 号 を 第 一 号 と し 、 同 項 第 三 号 中 「 そ の 他 」 を 「 特 別

法 人 以 外 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 二 号 と し 、 同 項 を 同 条 第 五 項 と し 、 同 条 第 三 項 の 次 に 次 の 一 項

を 加 え る 。

４ 特 定 ガ ス 供 給 業 に 対 す る 事 業 税 の 額 は 、 次 に 掲 げ る 金 額 の 合 計 額 と す る 。

一 各 事 業 年 度 の 収 入 金 額 に 百 分 の 〇 ・ 四 八 を 乗 じ て 得 た 金 額

二 各 事 業 年 度 の 付 加 価 値 額 に 百 分 の 〇 ・ 七 七 を 乗 じ て 得 た 金 額

三 各 事 業 年 度 の 資 本 金 等 の 額 に 百 分 の 〇 ・ 三 二 を 乗 じ て 得 た 金 額

附 則 第 十 条 の 二 中 「 同 条 第 四 項 第 二 号 」 を 「 同 条 第 五 項 第 一 号 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 法 人 の 県 民 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

２ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 税 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 中 法 人 の 県 民 税

に 関 す る 部 分 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 に 開 始 す る 事 業 年 度 分 の
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（５３）

法 人 の 県 民 税 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に 開 始 し た 事 業 年 度 分 の 法 人 の 県 民 税 に つ い て は 、 な お

従 前 の 例 に よ る 。

（ 法 人 の 事 業 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

３ 別 段 の 定 め が あ る も の を 除 き 、 新 条 例 の 規 定 中 法 人 の 事 業 税 に 関 す る 部 分 は 、 施 行 日 以 後 に 開

始 す る 事 業 年 度 に 係 る 法 人 の 事 業 税 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に 開 始 し た 事 業 年 度 に 係 る 法 人 の

事 業 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

４ 別 段 の 定 め が あ る も の を 除 き 、 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条

例 （ 令 和 二 年 石 川 県 条 例 第 三 十 六 号 ） 附 則 第 六 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ

た 同 条 例 附 則 第 一 項 第 四 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 前 の 石 川 県 税 条 例 （ 次 項 に お い て 「 新 令 和 二

年 改 正 前 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 に 開 始 す る 事 業 年 度 に 係 る 法 人 の 事 業 税 に つ い

て 適 用 し 、 施 行 日 前 に 開 始 し た 事 業 年 度 に 係 る 法 人 の 事 業 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

５ 新 令 和 二 年 改 正 前 条 例 第 五 十 五 条 第 一 項 第 三 号 並 び に 第 五 十 八 条 第 二 項 （ 同 号 に 規 定 す る 特 定

卸 供 給 事 業 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 及 び 第 三 項 の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 に 終 了 す る 事 業 年 度 に 係 る 法

人 の 事 業 税 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に 終 了 し た 事 業 年 度 に 係 る 法 人 の 事 業 税 に つ い て は 、 な お

従 前 の 例 に よ る 。
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地
方
自
治
法
施
行
令（
昭
和
２２
年
政
令
第
１６
号
）第
１４
６
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
石
川
県
一
般
会
計
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算
の
繰
越
し
に
つ
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て
、
次
の
と
お
り
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令
和
４
年
５
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

令
和
３
年
度
石
川
県
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書 左

の
財

源
内

訳

一
般
財
源

７１
７
，０
００

７１
７
，０
００

７１
７
，０
００

１８
２
，１
４１
，７
０６

１８
２
，１
４１
，７
０６

未
収

入
特

定
財

源
そ
の
他

７１
，３
４３
，７
５８

７１
，３
４３
，７
５８

地
方
債

１０
５
，０
００
，０
００

１０
５
，０
００
，０
００

１０
５
，０
００
，０
００

１
，５
８５
，０
００
，０
００

１
，５
８５
，０
００
，０
００

国
支
出
金

１０
６
，７
５０
，０
００

１０
６
，７
５０
，０
００

１０
６
，７
５０
，０
００

既
収
入

特
定
財
源

翌
年
度

繰
越
額

２１
２
，４
６７
，０
００

２１
２
，４
６７
，０
００

２１
２
，４
６７
，０
００

１
，８
３８
，４
８５
，４
６４

１
，８
３８
，４
８５
，４
６４

繰
越
明
許
費

議
決
額

２３
２
，５
００
，０
００

２０
，０
００
，０
００

２０
，０
００
，０
００

２１
２
，５
００
，０
００

２１
２
，５
００
，０
００

２
，７
７７
，９
９１
，０
００

２
，７
７７
，９
９１
，０
００

事
業
名

更
生
保
護
施
設
整
備
費

地
震
震
度
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

整
備

費

項

総
務
管
理
費

防
災
救
助
費

企
画
振
興
費

１ ５ １

款

総
務

費

企
画
振
興
費

２ ３

円
円

円
円

円
円

円
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（６０）

左
の

財
源

内
訳

一
般
財
源

４
，９
２１
，０
００

１７
７
，２
２０
，７
０６

２３
３
，２
１８
，６
０８

２３
３
，２
１８
，６
０８

２３
３
，２
１８
，６
０８

３３
，９
５４
，０
００

２
，８
７０
，０
００

２
，８
７０
，０
００

３１
，０
８４
，０
００

未
収

入
特

定
財

源
そ
の
他

７１
，３
４３
，７
５８

地
方
債

１
，５
８５
，０
００
，０
００

４４
３
，０
００
，０
００

４４
３
，０
００
，０
００

４４
３
，０
００
，０
００

国
支
出
金

７４
，４
７１
，０
００

７４
，４
７１
，０
００

７４
，４
７１
，０
００

２
，５
６０
，０
５７
，０
００

１
，６
０６
，０
００
，０
００

１
，６
０６
，０
００
，０
００

１２
，８
９１
，０
００

１２
，８
９１
，０
００

６３
５
，１
６６
，０
００

既
収
入

特
定
財
源

３７
８
，２
１５
，０
００

３２
３
，１
０５
，０
００

３２
３
，１
０５
，０
００

翌
年
度

繰
越
額

４
，９
２１
，０
００

１
，８
３３
，５
６４
，４
６４

７５
０
，６
８９
，６
０８

７５
０
，６
８９
，６
０８

７５
０
，６
８９
，６
０８

２
，９
７２
，２
２６
，０
００

１
，９
２９
，１
０５
，０
００

３２
３
，１
０５
，０
００

１
，６
０６
，０
００
，０
００

１５
，７
６１
，０
００

２
，８
７０
，０
００

１２
，８
９１
，０
００

６６
６
，２
５０
，０
００

繰
越
明
許
費

議
決
額

５
，０
００
，０
００

２
，７
７２
，９
９１
，０
００

７７
０
，０
７１
，０
００

７７
０
，０
７１
，０
００

１６
，７
０５
，０
００

７５
３
，３
６６
，０
００

３
，１
８２
，２
２８
，０
００

１
，９
６５
，０
９８
，０
００

３５
９
，０
９８
，０
００

１
，６
０６
，０
００
，０
００

１７
，７
７６
，０
００

４
，７
７６
，０
００

１３
，０
００
，０
００

８３
８
，２
４４
，０
００

事
業
名

西
部
緑
地
公
園

再
整
備
調
査
費

北
陸
新
幹
線
建
設
費

能
楽
堂
整
備
費

新
県
立
図
書
館

整
備

推
進

費

介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤

整
備

事
業

費

介
護
職
員
処
遇
改
善

支
援

事
業

費

保
育
環
境
整
備
事
業
費

児
童
養
護
施
設
職
員

処
遇
改
善
事
業
費

項

文
化

ス
ポ
ー
ツ
費

高
齢

者
福
祉

費

子
育

て
福
祉

費

障
害
福
祉
費

２ １ ２ ３

款

県
民
文
化

ス
ポ
ー
ツ
費

健
康
福
祉
費

４ ５

円
円

円
円

円
円

円
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（６１）

３１
，０
８４
，０
００

１
，１
０１
，６
６５
，０
００

１
，１
０１
，６
６５
，０
００

１
，１
０１
，６
６５
，０
００

１２
，５
５７
，１
４６
，０
６４

１２
，５
５７
，１
４６
，０
６４

１４
８
，７
８５
，０
００

１
，７
７８
，５
６０
，０
６４

１０
，６
２９
，８
０１
，０
００

３７
５
，２
６１
，３
７３

３７
５
，２
６１
，３
７３

３７
５
，２
６１
，３
７３

６２
，１
６６
，０
００

５７
３
，０
００
，０
００

３０
６
，０
００
，０
００

３０
６
，０
００
，０
００

４８
２
，８
１５
，０
００

４８
２
，８
１５
，０
００

４８
２
，８
１５
，０
００

１３
，９
２５
，６
０４
，３
７５

１３
，９
２５
，６
０４
，３
７５

６２
５
，６
０４
，３
７５

１３
，３
００
，０
００
，０
００

５５
，１
１０
，０
００

５５
，１
１０
，０
００

１
，６
５１
，４
３９
，９
３６

１
，６
５１
，４
３９
，９
３６

１
，６
５１
，４
３９
，９
３６

９３
，２
５０
，０
００

５７
３
，０
００
，０
００

３６
１
，１
１０
，０
００

５５
，１
１０
，０
００

３０
６
，０
００
，０
００

１５
，７
９３
，０
６６
，０
００

１５
，７
９３
，０
６６
，０
００

４８
２
，８
１５
，０
００

１４
８
，７
８５
，０
００

３
，４
３０
，０
００
，０
００

１１
，７
３１
，４
６６
，０
００

１４
，３
００
，８
６５
，７
４８

１４
，３
００
，８
６５
，７
４８

６２
５
，６
０４
，３
７５

１３
，６
７５
，２
６１
，３
７３

２６
５
，２
４４
，０
００

５７
３
，０
００
，０
００

３６
１
，１
１０
，０
００

５５
，１
１０
，０
００

３０
６
，０
００
，０
００

１９
，６
８２
，８
１５
，０
００

１９
，６
８２
，８
１５
，０
００

４８
２
，８
１５
，０
００

２２
０
，０
００
，０
００

３
，９
８０
，０
００
，０
００

１５
，０
００
，０
００
，０
００

１４
，４
００
，０
００
，０
００

１４
，４
００
，０
００
，０
００

７０
０
，０
００
，０
００

１３
，７
００
，０
００
，０
００

障
害
者
支
援
施
設
等

整
備

費

障
害
福
祉
職
員
処
遇

改
善
支
援
事
業
費

地
域
医
療
連
携
推
進

事
業

費

看
護
職
員
処
遇
改
善

事
業

費

食
品

産
業

等
振
興

対
策

費

い
し
か
わ
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

イ
ー
ト
プ
レ
ミ
ア
ム

事
業

費
コ
ロ
ナ
か
ら
の
再
生
・

成
長
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業

費
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止

協
力
金
支
給
事
業
費

県
民
向
け
県
内
旅
行

応
援

事
業

費

コ
ロ
ナ
か
ら
の
再
生
・

成
長
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業

費

医
薬
看
護
費

商
工

費

観
光
戦
略

推
進

費

７ １ １

商
工
労
働
費

観
光

費

７ ８
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い
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（６２）

左
の

財
源

内
訳

一
般
財
源

５３
１
，１
２３
，０
４３

８
，３
３５
，０
００

８
，３
３５
，０
００

２
，２
７７
，０
００

２
，２
７７
，０
００

２３
５
，６
８０
，８
４７

１０
１
，１
７９
，６
１０

１３
，０
５４
，２
００

３
，２
１０
，０
５０

２
，２
７５
，１
８０

未
収

入
特

定
財

源
そ
の
他

８７
２
，９
０３
，７
１５

８３
２
，４
２３
，７
１５

４２
０
，７
９４
，２
５０

５０
，４
３０
，６
００

２２
，２
０８
，７
５０

地
方
債

２
，６
９３
，０
００
，０
００

１
，６
５１
，０
００
，０
００

８３
８
，０
００
，０
００

１１
４
，０
００
，０
００

１９
，０
００
，０
００

２３
，０
００
，０
００

国
支
出
金

６
，２
１３
，４
００
，０
１８

４５
１
，０
２１
，０
００

４
，９
６０
，０
００

１２
１
，１
５６
，０
００

３２
４
，９
０５
，０
００

３
，５
７８
，２
４７
，８
１８

１
，８
４１
，１
１５
，６
００

１６
８
，１
０２
，０
００

４４
，４
１７
，５
００

１７
，０
００
，０
００

９８
，９
１６
，１
００

既
収
入

特
定
財
源

７５
，４
５０
，５
１９

１３
，７
８３
，０
６０

１１
，７
５２
，６
００

翌
年
度

繰
越
額

１０
，３
８５
，８
７７
，２
９５

４５
９
，３
５６
，０
００

４
，９
６０
，０
００

１２
１
，１
５６
，０
００

８
，３
３５
，０
００

３２
４
，９
０５
，０
００

２
，２
７７
，０
００

２
，２
７７
，０
００

６
，３
１１
，１
３５
，４
４０

３
，２
１２
，８
４２
，０
６０

３４
５
，５
８６
，８
００

８８
，８
３６
，３
００

１７
，０
００
，０
００

１２
４
，１
９１
，２
８０

繰
越
明
許
費

議
決
額

１１
，３
６０
，８
４３
，０
００

４５
９
，３
５６
，０
００

４
，９
６０
，０
００

１２
１
，１
５６
，０
００

８
，３
３５
，０
００

３２
４
，９
０５
，０
００

１２
，７
０５
，０
００

１２
，７
０５
，０
００

６
，３
１４
，０
７６
，０
００

３
，２
１２
，８
５２
，０
００

３４
５
，５
８８
，０
００

８８
，８
３９
，０
００

１７
，０
００
，０
００

１２
４
，１
９５
，０
００

事
業
名

農
業
委
員
会
費

担
い
手
農
業
機
械
導
入

支
援

事
業

費

他
産
業
と
の
連
携

に
よ
る
農
業
収
益
力

向
上
対
策
事
業
費

水
田
営
農
体
制

確
立

事
業

費

家
畜
保
健
衛
生

対
策

事
業

費

県
営
ほ
場
整
備
事
業
費

広
域
営
農
団
地
農
道

整
備

事
業

費

県
営
一
般
農
道

整
備

事
業

費

団
体
営
一
般
農
道

整
備

事
業

費

農
村
総
合
整
備
事
業
費

項

農
業

費

畜
産
業
費

農
地

費

１ ２ ３

款

農
林

水
産
業
費

９
円

円
円

円
円

円
円
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（６３）

１２
，５
６９
，７
００

１
，１
１７
，３
００

１３
，３
６０
，１
６５

３４
，４
９９
，７
５２

７
，９
６６
，９
５０

４
，０
００
，０
００

２１
，７
２３
，０
００

４
，９
７０
，３
００

３
，２
１３
，０
００

８０
０
，０
００

３
，３
４０
，６
００

１
，３
５５
，５
００

７９
６
，７
５０

１
，０
２５
，７
５０

５
，２
２２
，４
４０

５９
，２
５１
，５
００

１２
，１
１６
，５
００

７６
，２
６１
，１
３５

１５
，９
３６
，０
８０

７
，９
６５
，２
５０

４７
，６
４８
，１
５０

４１
，３
２１
，３
００

１８
，２
００
，０
００

６
，３
９２
，２
００

７
，３
７０
，３
００

４６
，５
２７
，７
００

５９
，０
００
，０
００

１１
，０
００
，０
００

１２
２
，０
００
，０
００

１４
４
，０
００
，０
００

６５
，０
００
，０
００

４４
，０
００
，０
００

２１
，０
００
，０
００

２０
，０
００
，０
００

２５
，０
００
，０
００

４
，０
００
，０
００

１４
２
，０
００
，０
００

１１
８
，５
０３
，０
００

４７
，０
５３
，０
００

２３
８
，５
４９
，１
００

３３
，３
８７
，１
６８

１５
，９
３０
，５
００

４３
，４
４６
，０
００

２３
８
，２
４０
，７
５０

１１
６
，６
７５
，０
００

７７
，０
００
，０
００

３５
，１
５７
，１
００

２１
，３
５５
，５
００

４０
，５
３６
，６
５０

４
，２
１２
，５
００

２３
８
，９
７３
，３
５０

２５
２
，７
５０

１
，７
７７
，７
１０

２４
９
，３
２４
，２
００

７１
，２
８６
，８
００

４５
０
，１
７０
，４
００

８３
，８
２３
，０
００

３１
，８
６２
，７
００

４
，０
００
，０
００

６５
，１
６９
，０
００

４３
４
，８
５９
，２
００

２２
６
，２
０９
，３
００

１４
０
，０
００
，０
００

６５
，８
８９
，９
００

４２
，７
１１
，０
００

７３
，７
０３
，７
００

９
，４
９１
，０
００

４３
４
，５
０１
，２
００

２５
０
，６
２５
，０
００

７１
，２
８９
，０
００

４５
０
，１
７５
，０
００

８３
，８
２５
，０
００

３１
，８
６５
，０
００

４
，０
００
，０
００

６５
，１
６９
，０
００

４３
４
，８
６２
，０
００

２２
６
，２
１０
，０
００

１４
０
，０
００
，０
００

６７
，４
９２
，０
００

４２
，７
１２
，０
００

７３
，７
０５
，０
００

９
，４
９２
，０
００

４３
４
，５
０３
，０
００

県
営
か
ん
が
い

排
水

事
業

費

基
幹
水
利
施
設
予
防

保
全
対
策
事
業
費

農
業
水
路
等
長
寿
命
化

・
防
災
減
災
事
業
費

国
営
造
成
揚
水
施
設
等

管
理

事
業

費

国
営
造
成
施
設
管
理

体
制
整
備
促
進
事
業
費

県
単
土
地
改
良
事
業
費

地
籍

調
査

費

老
朽

た
め

池
整
備

事
業

費

用
排

水
施

設
整
備

事
業

費

土
地
改
良
施
設
豪
雨

対
策

事
業

費

農
業
用
河
川
工
作
物

応
急
対
策
事
業
費

地
す
べ
り
対
策
事
業
費

農
業
用
施
設
石
綿
対
策

特
別

事
業

費

海
岸
保
全
施
設

整
備

事
業

費

県
営
震
災
対
策
農
業

施
設
整
備
事
業
費



報
告
第
五
号

令
和
三
年
度
石
川
県
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

（６４）

左
の

財
源

内
訳

一
般
財
源 ６０
０

２７
１
，９
００
，１
９６

２０
９
，６
９３
，５
９６

５
，７
４６
，０
００

４０
０
，０
００

７６
，０
００

９
，９
０５
，０
００

２４
，３
１８
，０
００

未
収

入
特

定
財

源
そ
の
他

４０
，４
８０
，０
００

４０
，４
８０
，０
００

地
方
債

８８
６
，０
００
，０
００

９０
，０
００
，０
００

１
，０
００
，０
００

１４
８
，０
００
，０
００

４１
１
，０
００
，０
００

国
支
出
金

１
，９
５０
，０
００

１１
，７
００
，０
００

１２
６
，０
２７
，０
００

１
，９
８７
，８
１１
，２
００

２９
８
，１
９８
，０
００

８１
，８
８０
，９
００

３９
３
，９
８３
，３
００

２１
，０
１４
，０
００

１３
４
，９
２７
，０
００

２
，０
００
，０
００

１
，０
７７
，０
００

４６
，９
２８
，０
００

１１
６
，０
００
，０
００

４４
４
，５
００
，０
００

既
収
入

特
定
財
源

５５
，８
８２
，４
５９

５５
，８
８２
，４
５９

翌
年
度

繰
越
額

１
，９
５０
，０
００

１１
，７
００
，０
００

１２
６
，０
２７
，６
００

３
，２
４２
，０
７３
，８
５５

５０
７
，８
９１
，５
９６

１３
７
，７
６３
，３
５９

３９
３
，９
８３
，３
００

２１
，０
１４
，０
００

２７
１
，１
５３
，０
００

２
，４
００
，０
００

２
，１
５３
，０
００

５６
，８
３３
，０
００

２６
４
，０
００
，０
００

８７
９
，８
１８
，０
００

繰
越
明
許
費

議
決
額

１
，９
５０
，０
００

１１
，７
００
，０
００

１２
６
，０
２８
，０
００

４
，１
１４
，２
３８
，０
００

７７
２
，７
９７
，０
００

３４
２
，０
６０
，０
００

３９
３
，９
８４
，０
００

２１
，０
１４
，０
００

３７
９
，８
００
，０
００

１４
，１
００
，０
００

３９
，３
００
，０
００

６８
，８
００
，０
００

３０
４
，０
００
，０
００

８８
１
，１
１８
，０
００

事
業
名

団
体
営
震
災
対
策

農
業
施
設
整
備
事
業
費

団
体
営
農
村
地
域
防
災

減
災
総
合
整
備
事
業
費

農
村
地
域
防
災
減
災

調
査
設
計
事
業
費

造
林

事
業

費

い
し
か
わ
森
林

環
境
基
金
事
業
費

森
林
整
備
・
林
業

活
性
化
事
業
費

ス
マ
ー
ト
林
業
機
械
等

導
入
支
援
事
業
費

県
営
林
道
開
設
事
業
費

林
道
保
全
事
業
費

県
有
林
道
保
全
事
業
費

林
道
改
良
事
業
費

県
有
林
道
改
良
事
業
費

山
地
治
山
事
業
費

項

林
業

費
４

款

円
円

円
円

円
円

円



報
告
第
五
号

令
和
三
年
度
石
川
県
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

（６５）

１
，３
６０
，０
００

８７
１
，０
００

１９
，５
３０
，６
００

１２
，９
３０
，０
００

１
，０
２８
，０
００

９０
８
，０
００

２
，７
８５
，０
００

３
，６
３８
，０
００

３
，０
５５
，０
００

２０
８
，０
００

１
，３
０８
，０
００

８
，７
５４
，２
００
，９
６６

４
，４
６０
，０
４９
，０
６８

２
，２
５２
，８
６８
，０
６３

１
，５
１５
，７
７０
，８
２４

３５
，０
００
，０
００

７
，０
００
，０
００

２４
，０
００
，０
００

１７
０
，０
００
，０
００

１５
６
，０
００
，０
００

６
，０
００
，０
００

１
，０
００
，０
００

２０
，０
００
，０
００

６０
，０
００
，０
００

２５
，０
００
，０
００

３５
，０
００
，０
００

９
，０
００
，０
００

１２
，０
７５
，０
００
，０
００

４
，９
７７
，０
００
，０
００

３５
，０
００
，０
００

８
，３
６０
，０
００

２４
，８
７１
，０
００

３７
９
，０
７２
，０
００

１９
６
，３
２０
，０
００

７
，０
２８
，０
００

１
，９
０８
，０
００

２１
，８
８５
，０
００

６３
，４
８８
，０
００

４２
，５
６５
，０
００

３５
，２
０８
，０
００

１０
，３
０８
，０
００

１３
，９
３０
，０
００

１１
，１
６８
，３
６５
，４
９６

５
，０
０５
，２
１４
，３
３７

５
，７
８５
，０
００

５
，７
８５
，０
００

１８
９
，４
５０
，７
３２

１０
７
，７
３７
，７
６２

７０
，０
００
，０
００

１６
，７
２０
，０
００

４９
，７
４２
，０
００

５６
８
，６
０２
，６
００

３７
１
，０
３５
，０
００

１４
，０
５６
，０
００

３
，８
１６
，０
００

４４
，６
７０
，０
００

１２
７
，１
２６
，０
００

７６
，４
０５
，０
００

７０
，４
１６
，０
００

２０
，６
１６
，０
００

１３
，９
３０
，０
００

３４
，４
３９
，８
８５
，２
５７

１６
，０
６５
，７
７１
，９
９１

７０
，０
００
，０
００

１６
，７
２０
，０
００

６２
，６
４２
，０
００

７４
７
，９
０３
，０
００

４６
０
，４
６８
，０
００

１４
，０
５６
，０
００

３
，８
１６
，０
００

８３
，０
５４
，０
００

１３
３
，１
３２
，０
００

９５
，０
０４
，０
００

７２
，５
９４
，０
００

２０
，６
１６
，０
００

３８
，１
９６
，０
００

４７
，４
４２
，８
８８
，０
００

２３
，５
７８
，４
１６
，０
００

防
災
林
整
備
事
業
費

水
源
地
域
整
備
事
業
費

地
す
べ
り
防
止
事
業
費

災
害
関
連
緊
急

治
山

事
業

費

大
型
魚
礁
設
置
事
業
費

人
工

礁
漁

場
造
成

事
業

費

広
域
型
増
殖
場

造
成

事
業

費

漁
港

修
築

費

漁
港

改
修

費

漁
港
機
能
保
全
費

漁
港
海
岸
保
全

施
設

整
備

費

市
町
漁
港
整
備

事
業

助
成

費

水
産
業
費

道
路

橋
り
ょ
う
費

５ ２

土
木

費
１０



報
告
第
五
号

令
和
三
年
度
石
川
県
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

（６６）

左
の

財
源

内
訳

一
般
財
源

３９
，５
８１
，２
５３

３
，５
２５
，５
７９
，３
９５

１７
，１
１７
，３
２８

２２
，２
４４
，６
１１

４
，７
９９
，４
３２

２
，４
９６
，７
６５

５６
５
，０
００

１４
１
，９
２５
，２
５６

１８
５
，８
９３
，５
４４

１１
７
，４
３３
，８
３３

１６
，３
５６
，３
００

３１
３
，５
８８
，９
２９

未
収

入
特

定
財

源
そ
の
他

４
，４
９６
，７
００

１
，４
９８
，０
００
，０
００

地
方
債

３９
８
，０
００
，０
００

１
，６
１１
，０
００
，０
００

１７
８
，０
００
，０
００

４９
９
，０
００
，０
００

２７
１
，０
００
，０
００

８４
，０
００
，０
００

１０
５
，０
００
，０
００

１
，２
７４
，０
００
，０
００

２０
１
，０
００
，０
００

５３
，０
００
，０
００

１５
，０
００
，０
００

国
支
出
金

３９
３
，６
４８
，７
４７

１
，８
７１
，３
１８
，９
０５

２１
６
，４
２０
，７
３６

６１
６
，０
０４
，１
９５

３２
２
，８
８１
，５
１４

１０
１
，５
４２
，５
３５

１０
５
，５
６５
，０
００

１
，３
７７
，８
３２
，７
０５

既
収
入

特
定
財
源

４２
，６
０６
，４
５６

１８
，６
１７
，１
６７

３
，３
６５
，７
００

４０
，８
５６
，２
２１

翌
年
度

繰
越
額

８３
１
，２
３０
，０
００

７
，０
０７
，８
９８
，３
００

４１
１
，５
３８
，０
６４

１
，１
３７
，２
４８
，８
０６

５９
８
，６
８０
，９
４６

１８
８
，０
３９
，３
００

２１
１
，１
３０
，０
００

２
，７
９３
，７
５７
，９
６１

４２
９
，５
００
，０
００

１８
９
，０
５１
，０
００

３４
，７
２２
，０
００

３５
８
，９
４１
，８
５０

１
，４
９８
，０
００
，０
００

繰
越
明
許
費

議
決
額

１
，４
０５
，０
００
，０
００

８
，１
２０
，０
００
，０
００

３
，０
１５
，３
３４
，０
００

４２
５
，２
６４
，０
００

１
，３
０６
，７
２８
，０
００

６１
８
，７
１２
，０
００

１８
８
，２
０７
，０
００

２１
９
，９
９０
，０
００

３
，０
３０
，５
７９
，０
００

５７
０
，０
００
，０
００

２８
０
，０
００
，０
００

６０
，０
００
，０
００

６０
０
，０
００
，０
００

１
，８
５０
，０
００
，０
００

事
業
名

国
道

改
築

費

地
方
道
改
築
費

国
直
轄
道
路
事
業
費

負
担

金

橋
り
ょ
う
補
修
費

道
路
災
害
防
除
費

交
通
安
全
施
設
費

雪
寒
地
域
道
路
事
業
費

舗
装

補
修

費

道
路
施
設
長
寿
命
化

対
策

事
業

費

い
し
か
わ
広
域

交
流
幹
線
軸
道
路

整
備

事
業

費

観
光
石
川
周
遊
回
廊

整
備

事
業

費

安
全
・
安
心
道
路

整
備

事
業

費

県
単
道
路
改
良
費

県
水

送
水

管
耐
震
化
事
業
費

項
款

円
円

円
円

円
円

円



報
告
第
五
号

令
和
三
年
度
石
川
県
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

（６７）

１７
，３
１５
，２
７７

１
，０
０９
，１
０４

６
，０
９０
，０
００

８６
５
，５
４１

４２
，５
３２
，５
００

４
，６
５５
，０
００

３
，１
８３
，９
９４
，６
７６

２
，５
２１
，６
１６
，０
１２

９３
９
，６
２０

１
，１
９７
，８
４０

３
，３
００
，７
５４

２
，０
５８
，０
００

２７
７
，３
５４

１３
，１
９７
，９
７８

７６
，１
４６

１８
２
，４
９１
，４
３４

４
，０
００
，０
００

１９
４
，０
００
，０
００

８５
，０
００
，０
００

５
，０
００
，０
００

５
，１
６２
，０
００
，０
００

２
，１
１６
，０
００
，０
００

３３
４
，０
００
，０
００

１９
，０
００
，０
００

６７
，０
００
，０
００

２９
，０
００
，０
００

９
，０
００
，０
００

３
，７
３４
，２
７４
，８
６８

１
，５
４４
，６
２５
，７
１９

２４
２
，７
２１
，４
７２

２０
，１
９７
，８
４０

７０
，３
００
，７
５４

２
，２
９２
，２
１８

１２
，２
５７
，１
５０

１３
，１
９７
，９
７８

２３
，６
８３
，６
４１

１９
５
，０
０９
，１
０４

６
，０
９０
，０
００

８５
，８
６５
，５
４１

４７
，５
３２
，５
００

４
，６
５５
，０
００

１２
，２
７５
，０
１８
，１
２８

６
，１
８２
，２
４１
，７
３１

５７
７
，６
６１
，０
９２

４０
，３
９５
，６
８０

１４
０
，６
０１
，５
０８

３１
，０
５８
，０
００

９
，２
７７
，３
５４

２３
，０
００
，０
００

４６
，４
００
，０
００

１
，６
２４
，５
０８
，０
００

６
，４
００
，０
００

１１
８
，２
５９
，０
００

６２
，５
８０
，０
００

７
，４
５５
，０
００

１５
，０
４８
，１
０５
，０
００

７
，３
９３
，８
２５
，０
００

６２
２
，６
１２
，０
００

４１
，０
００
，０
００

１７
２
，８
８８
，０
００

４８
，０
１３
，０
００

１３
，３
００
，０
００

９２
，３
３２
，０
００

道
路
受
託
事
業
費

県
単
道
路
特
別
整
備
費

道
路
環
境
改
善

整
備

事
業

費

県
単
交
通
安
全
施
設
費

災
害
に
強
い
道
路

整
備

事
業

費

雪
氷
対
策
事
業
費

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト

魅
力
発
信
事
業
費

広
域
河
川
改
修
費

河
川
堆
積
土
砂
対
策
費

河
川
環
境
整
備
費

情
報
基
盤
緊
急
整
備

事
業

費

都
市
基
盤
河
川
改
修
費

県
単
河
川
改
良
費

国
直
轄
河
川
事
業
費

負
担

金

河
川
海
岸
費

３



報
告
第
五
号

令
和
三
年
度
石
川
県
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

（６８）

左
の

財
源

内
訳

一
般
財
源

７
，４
６７
，３
１５

８
，５
２８
，０
００

１
，２
１４
，９
５０

４３
０
，６
４５
，２
２２

１３
０
，６
７５
，４
６６

５７
，５
９５
，２
５５

６８
５
，０
００

１
，０
８８
，２
４８

４０
０
，０
００

１４
，７
１５
，４
３０

１
，５
９０
，２
１０

３６
，２
０６
，２
２２

未
収

入
特

定
財

源
そ
の
他

１０
６
，８
０９
，８
００

７５
，６
８１
，６
３４

１１
３
，７
７４
，１
４２

地
方
債

３６
９
，０
００
，０
００

６２
，０
００
，０
００

３６
７
，０
００
，０
００

６８
８
，０
００
，０
００

３３
８
，０
００
，０
００

４６
４
，０
００
，０
００

５３
，０
００
，０
００

４
，０
００
，０
００

２３
４
，０
００
，０
００

９
，０
００
，０
００

３６
９
，０
００
，０
００

国
支
出
金

２４
９
，８
４１
，９
１９

３６
８
，６
４５
，１
８５

４６
４
，４
３４
，１
３４

５１
４
，２
４２
，２
０５

６６
０
，０
００

２４
８
，０
１５
，４
３０

１０
，５
９０
，２
１０

２２
３
，７
０６
，６
５１

既
収
入

特
定
財
源

１２
，２
５７
，１
５０

３１
，３
４８
，２
７５

翌
年
度

繰
越
額

７３
３
，１
１９
，０
３４

７０
，５
２８
，０
００

３６
８
，２
１４
，９
５０

１
，４
８７
，２
９０
，４
０７

９３
３
，１
０９
，６
００

１
，１
２３
，７
７６
，２
４４

１
，３
４５
，０
００

５４
，０
８８
，２
４８

４
，４
００
，０
００

４９
６
，７
３０
，８
６０

２１
，１
８０
，４
２０

７７
４
，０
３５
，２
９０

繰
越
明
許
費

議
決
額

７５
６
，８
３８
，０
００

１２
３
，４
７５
，０
００

５２
３
，０
００
，０
００

１
，７
４６
，８
７３
，０
００

１
，０
９０
，５
３２
，０
００

１
，２
９２
，７
２２
，０
００

２
，０
２９
，０
００

３０
０
，０
００
，０
００

５６
，０
００
，０
００

１０
，０
００
，０
００

５２
７
，５
００
，０
００

２１
，５
００
，０
００

２１
３
，６
６６
，０
００

１
，９
９１
，８
８８
，０
００

事
業
名

堰
堤

改
良

費

県
単
河
川
防
災
費

緊
急
県
単
河
川
防
災
費

通
常
砂
防
事
業
費

地
す
べ
り
対
策
事
業
費

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業

費

土
砂
災
害
対
策
事
業
費

手
取
川
水
系
砂
防

事
業
費
負
担
金

県
単
砂
防
地
す
べ
り

対
策

事
業

費

県
単
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策

事
業

費

海
岸
侵
食
対
策
費

千
里

浜
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
費

国
直
轄
海
岸
事
業
費

負
担

金

項

港
湾

費
４

款

円
円

円
円

円
円

円
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告
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五
号
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年
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石
川
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般
会
計
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越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

（６９）

１４
，８
００
，６
６８

２
，６
９６
，０
００

４
，７
１５
，０
００

８
，８
３９
，５
０４

４
，２
６１
，５
００

８９
３
，５
５０

１
，０
７３
，９
５１
，０
００

２１
７
，７
８９
，１
０６

６４
５
，４
４８
，２
７９

１０
，３
５６
，１
６７

３２
，２
０９
，３
７９

２
，９
３２
，７
００

７６
６
，５
００

２６
，１
００
，２
２２

４３
，２
１５
，０
００

２６
，４
６６
，４
２０

１７
，９
９２
，５
００

４４
０
，８
３１
，６
６３

２１
４
，８
８９
，１
０７

２２
１
，３
４８
，７
０７

４
，５
９３
，８
４９

７９
，０
００
，０
００

３
，０
００
，０
００

４２
，０
００
，０
００

１９
４
，０
００
，０
００

３３
，０
００
，０
００

１８
，０
００
，０
００

１
，５
６７
，０
００
，０
００

３７
５
，０
００
，０
００

５
，０
００
，０
００

３２
，０
００
，０
００

２
，０
００
，０
００

５７
，６
２０
，０
００

１２
８
，４
７７
，１
０１

１８
，７
１６
，０
００

１８
，８
９３
，５
５０

２
，２
０５
，１
６９
，６
４０

４５
０
，０
３４
，８
８４

４７
５
，９
２５
，３
４２

８４
，３
０４
，０
００

３４
，９
３２
，７
００

２
，７
６６
，５
００

３１
，３
４８
，２
７５

３８
，１
０７
，５
４５

３７
，７
７９
，５
４５

３２
８
，０
００

１１
９
，９
００
，８
９０

５
，６
９６
，０
００

１４
７
，５
５０
，０
００

３８
９
，１
３１
，３
００

７３
，９
７０
，０
００

３７
，７
８７
，１
００

５
，３
２５
，０
５９
，８
４８

８８
２
，７
１３
，０
９７

１
，７
５５
，５
０１
，８
７３

２０
，２
７８
，０
１６

３２
，２
０９
，３
７９

８４
，３
０４
，０
００

６９
，８
６５
，４
００

５
，５
３３
，０
００

１２
３
，０
００
，０
００

２６
，０
００
，０
００

１６
９
，０
００
，０
００

４２
６
，０
００
，０
００

９３
，３
８８
，０
００

５１
，０
００
，０
００

１
，１
０３
，５
００
，０
００

６
，８
２４
，４
７９
，０
００

１
，０
６３
，３
００
，０
００

２
，７
０１
，７
２９
，０
００

２９
，７
７６
，０
００

８８
，５
００
，０
００

１３
８
，１
７４
，０
００

８９
，５
００
，０
００

１０
，０
００
，０
００

港
湾

修
繕

費

七
尾
港
埋
立
地

整
備

事
業

費

港
湾

改
修

費

港
湾

補
修

費

港
湾
環
境
整
備
費

港
湾
海
岸
高
潮
対
策
費

国
直
轄
港
湾
事
業
費

負
担

金

土
地
区
画
整
理
事
業
費

街
路

事
業

費

県
単
街
路
事
業
費

兼
六
園
下
交
差
点
周
辺

整
備

事
業

費

農
業
集
落
排
水
事
業
費

能
登
歴
史
公
園
整
備
費

白
山
ろ
く
テ
ー
マ
パ
ー
ク

整
備

費

都
市
計
画
費

５



報
告
第
五
号

令
和
三
年
度
石
川
県
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

（７０）

左
の

財
源

内
訳

一
般
財
源

１７
，７
７０
，１
２６

８
，７
０８
，７
４２

６１
，５
４４
，０
２６

７６
，４
２５
，９
７５

６
，０
００

６
，０
００

６
，０
００

５５
，２
６９
，０
００

４０
，８
７２
，０
００

２１
，０
１５
，０
００

１９
，８
５７
，０
００

８
，６
９６
，０
００

８
，６
９６
，０
００

５
，７
０１
，０
００

未
収

入
特

定
財

源
そ
の
他

地
方
債

８０
，０
００
，０
００

１５
１
，０
００
，０
００

８９
５
，０
００
，０
００

２７
，０
００
，０
００

１６
，０
００
，０
００

１６
，０
００
，０
００

１６
，０
００
，０
００

８２
，０
００
，０
００

５８
，０
００
，０
００

５８
，０
００
，０
００

２４
，０
００
，０
００

２４
，０
００
，０
００

国
支
出
金

５１
，４
７５
，７
００

１５
９
，７
０８
，７
４２

９４
６
，０
２１
，７
７２

１６
，０
０６
，０
００

１６
，０
０６
，０
００

１６
，０
０６
，０
００

２１
，０
１５
，０
００

２１
，０
１５
，０
００

２１
，０
１５
，０
００

既
収
入

特
定
財
源

翌
年
度

繰
越
額

１４
９
，２
４５
，８
２６

３１
９
，４
１７
，４
８４

１
，９
０２
，５
６５
，７
９８

１０
３
，４
２５
，９
７５

３２
，０
１２
，０
００

３２
，０
１２
，０
００

３２
，０
１２
，０
００

１５
８
，２
８４
，０
００

１１
９
，８
８７
，０
００

４２
，０
３０
，０
００

７７
，８
５７
，０
００

３２
，６
９６
，０
００

３２
，６
９６
，０
００

５
，７
０１
，０
００

繰
越
明
許
費

議
決
額

１８
１
，０
００
，０
００

４１
３
，２
００
，０
００

１
，９
９４
，６
００
，０
００

１１
４
，７
００
，０
００

３２
，０
１２
，０
００

３２
，０
１２
，０
００

３２
，０
１２
，０
００

１５
９
，２
１９
，０
００

１２
０
，８
２２
，０
００

４２
，０
３０
，０
００

７８
，７
９２
，０
００

３２
，６
９６
，０
００

３２
，６
９６
，０
００

５
，７
０１
，０
００

事
業
名

金
沢
城
公
園
整
備
費

公
園
施
設
安
全
安
心

対
策

費

木
場
潟
公
園
整
備
費

県
単
公
園
事
業
費

通
学
路
の
緊
急

合
同
点
検
を
踏
ま
え
た

交
通
安
全
対
策
費

情
報
設
備
充
実
費

学
校
施
設
大
規
模
改
修

事
業

費

学
校
施
設
大
規
模
改
修

事
業

費

項

警
察
活
動
費

高
等
学
校
費

特
別
支
援

学
校

費

社
会
教
育
費

２ ３ ４ ５

款

警
察

費

教
育

費

１１ １２

円
円

円
円

円
円

円



報
告
第
五
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令
和
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石
川
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般
会
計
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許
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越
計
算
書
に
つ
い
て

（７１）

８９
１
，０
００

４
，８
１０
，０
００

４
，９
７６
，３
８５

３
，０
１６
，７
００

２
，７
９１
，７
００

２２
５
，０
００

１
，９
５９
，６
８５

９７
３
，６
００

９８
６
，０
８５

１０
，８
９７
，２
７１
，７
０８

１６
，１
２９
，５
２２
，９
７３

７４
，０
００
，０
００

９
，０
００
，０
００

９
，０
００
，０
００

６５
，０
００
，０
００

６５
，０
００
，０
００

１７
，０
７３
，０
００
，０
００

３５
８
，６
６２
，８
３５

２３
９
，９
５６
，８
２０

７４
，５
６２
，８
２０

３４
，０
００
，０
００

１２
８
，７
０４
，０
００

２
，６
９０
，０
００

１１
８
，７
０６
，０
１５

１
，９
４８
，０
００

１１
６
，７
５８
，０
１５

３４
，９
２７
，１
４６
，７
２４

２
，２
９４
，５
５６
，１
８７

８９
１
，０
００

４
，８
１０
，０
００

４３
７
，６
３９
，２
２０

２５
１
，９
７３
，５
２０

７４
，５
６２
，８
２０

３４
，０
００
，０
００

１４
０
，４
９５
，７
００

２
，９
１５
，０
００

１８
５
，６
６５
，７
００

２
，９
２１
，６
００

１８
２
，７
４４
，１
００

８１
，３
２１
，４
９７
，５
９２

８９
１
，０
００

４
，８
１０
，０
００

５５
６
，６
４３
，０
００

３６
５
，４
５８
，０
００

１２
６
，０
００
，０
００

３４
，０
００
，０
００

２０
２
，５
４３
，０
００

２
，９
１５
，０
００

１９
１
，１
８５
，０
００

３
，４
８５
，０
００

１８
７
，７
００
，０
００

１０
０
，５
９７
，２
１０
，０
００

伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
事
業
費

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

保
存

事
業

費

３
年
発
生
団
体
営

災
害

復
旧

費

３
年
発
生
林
道

災
害

復
旧

費

２
年
発
生
県
有
林
道

災
害

復
旧

費

３
年
発
生
県
有
林
道

災
害

復
旧

費

３
年
発
生
土
木
施
設

災
害

復
旧

費

３
年
発
生
港
湾

災
害

復
旧

費

合
計

農
林
水
産
業

施
設
災
害

復
旧

費

土
木
施
設

災
害
復
旧
費

１ ２

災
害
復
旧
費

１３





報
告
第
六
号

令
和
三
年
度
石
川
県
公
営
競
馬
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

（７３）

報
告
第
６
号

令
和
３
年
度
石
川
県
公
営
競
馬
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
２２
年
政
令
第
１６
号
）
第
１４
６
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
石
川
県
公
営
競
馬
特
別
会
計
歳
出
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
報
告
す
る
。

令
和
４
年
５
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

令
和
３
年
度
石
川
県
公
営
競
馬
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

左
の

財
源

内
訳

一
般
会
計

か
ら
繰
入

未
収

入
特

定
財

源
そ
の
他

地
方
債

国
支
出
金

既
収
入

特
定
財
源

２４
４
，９
４８
，０
００

２４
４
，９
４８
，０
００

２４
４
，９
４８
，０
００

２４
４
，９
４８
，０
００

翌
年
度

繰
越
額

２４
４
，９
４８
，０
００

２４
４
，９
４８
，０
００

２４
４
，９
４８
，０
００

２４
４
，９
４８
，０
００

繰
越
明
許
費

議
決
額

２４
４
，９
５７
，０
００

２４
４
，９
５７
，０
００

２４
４
，９
５７
，０
００

２４
４
，９
５７
，０
００

事
業
名

施
設

整
備

費

合
計

項

公
営
競
馬
費

１

款

公
営
競
馬
費

１
円

円
円

円
円

円
円





報
告
第
七
号

令
和
三
年
度
石
川
県
港
湾
整
備
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

（７５）

報
告
第
７
号

令
和
３
年
度
石
川
県
港
湾
整
備
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
２２
年
政
令
第
１６
号
）
第
１４
６
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
石
川
県
港
湾
整
備
特
別
会
計
歳
出
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
報
告
す
る
。

令
和
４
年
５
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

令
和
３
年
度
石
川
県
港
湾
整
備
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

左
の

財
源

内
訳

一
般
会
計

か
ら
繰
入

未
収

入
特

定
財

源
そ
の
他

地
方
債

１１
２
，０
００
，０
００

１１
２
，０
００
，０
００

１１
２
，０
００
，０
００

１１
２
，０
００
，０
００

国
支
出
金

既
収
入

特
定
財
源

翌
年
度

繰
越
額

１１
２
，０
００
，０
００

１１
２
，０
００
，０
００

１１
２
，０
００
，０
００

１１
２
，０
００
，０
００

繰
越
明
許
費

議
決
額

１７
８
，０
００
，０
００

１７
８
，０
００
，０
００

１７
８
，０
００
，０
００

１７
８
，０
００
，０
００

事
業
名

整
備

費

合
計

項

整
備

費
２

款

港
湾
整
備

事
業

費
１

円
円

円
円

円
円

円





報
告
第
八
号

令
和
三
年
度
石
川
県
立
中
央
病
院
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

（７７）

報
告
第
８
号

令
和
３
年
度
石
川
県
立
中
央
病
院
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
２７
年
法
律
第
２９
２
号
）
第
２６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
石
川
県
立
中
央
病
院
事
業
会
計
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報
告

す
る
。

令
和
４
年
５
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

令
和
３
年
度
石
川
県
立
中
央
病
院
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書

地
方
公
営
企
業
法
第
２６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
建
設
改
良
費
の
繰
越
額

説
明

物
品
の
納
入
に
不
測
の
日
数
を
要
し

た
た
め

翌
年
度
繰
越
額
に

係
る
繰
越
を
要
す

る
た
な
卸
資
産
の

購
入
限
度
額

不
用

額

２０
，８
２１
，２
２０

２０
，８
２０
，７
４９

１
，０
００

左
の
財
源
内
訳

損
益
勘
定

留
保
資
金

７５
，０
００

７５
，０
００

７５
，０
００

企
業

債

２０
，０
００
，０
００

２０
，０
００
，０
００

２０
，０
００
，０
００

翌
年

度

繰
越

額

２０
，０
７５
，０
００

２０
，０
７５
，０
００

２０
，０
７５
，０
００

支
払
義
務

発
生

額

３
，８
５４
，５
７２
，７
８０

５７
８
，１
８０
，２
５１

予
算
計
上
額

３
，８
９５
，４
６９
，０
００

６１
９
，０
７６
，０
００

２０
，０
７６
，０
００

事
業

名

施
設
整
備
費

項

病
院
建
設

改
良
費

１

款 資
本
的

支
出

１
円

円
円

円
円

円
円





報
告
第
九
号

令
和
三
年
度
石
川
県
流
域
下
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

（７９）

報
告
第
９
号

令
和
３
年
度
石
川
県
流
域
下
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
２７
年
法
律
第
２９
２
号
）
第
２６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
石
川
県
流
域
下
水
道
事
業
会
計
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報
告

す
る
。

令
和
４
年
５
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

令
和
３
年
度
石
川
県
流
域
下
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書

地
方
公
営
企
業
法
第
２６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
建
設
改
良
費
の
繰
越
額

説
明

機
器
製
作
に
係

る
現
地
調
査
等

に
不
測
の
日
数

を
要
し
た
た
め

翌
年
度
繰
越
額
に

係
る
繰
越
を
要
す

る
た
な
卸
資
産
の

購
入
限
度
額

不
用
額

７
，８
６６
，３
５８

７
，８
６５
，５
８３

７
，３
５２
，６
６３

左
の

財
源

内
訳

損
益
勘
定

留
保
資
金

そ
の
他

８３
，４
８６
，９
６６

８３
，４
８６
，９
６６

８３
，４
８６
，９
６６

企
業
債

８４
，０
００
，０
００

８４
，０
００
，０
００

８４
，０
００
，０
００

国
支
出
金

２７
３
，９
４１
，３
６６

２７
３
，９
４１
，３
６６

２７
３
，９
４１
，３
６６

翌
年

度
繰
越

額

４４
１
，４
２８
，３
３２

４４
１
，４
２８
，３
３２

４４
１
，４
２８
，３
３２

支
払
義
務

発
生

額

９０
４
，７
１０
，３
１０

３１
１
，６
２１
，０
８５

２９
１
，５
８７
，０
０５

予
算
計
上
額

１
，３
５４
，０
０５
，０
００

７６
０
，９
１５
，０
００

７４
０
，３
６８
，０
００

事
業

名

流
域
下
水
道

建
設
事
業
費

項 建
設

改
良
費

１

款 資
本
的

支
出

１
円

円
円

円
円

円
円

円
円





報
告
第
十
号

令
和
三
年
度
石
川
県
水
道
用
水
供
給
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

（８１）

報
告
第
１０
号

令
和
３
年
度
石
川
県
水
道
用
水
供
給
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
２７
年
法
律
第
２９
２
号
）
第
２６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
石
川
県
水
道
用
水
供
給
事
業
会
計
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

報
告
す
る
。

令
和
４
年
５
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

令
和
３
年
度
石
川
県
水
道
用
水
供
給
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書

地
方
公
営
企
業
法
第
２６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
建
設
改
良
費
の
繰
越
額

説
明

関
係
機
関
と
の
調
整
に
不
測
の
日
数
を
要

し
た
た
め

翌
年
度
繰
越
額
に

係
る
繰
越
を
要
す

る
た
な
卸
資
産
の

購
入
限
度
額

不
用

額

１
，１
５１
，３
３０

１
，１
５０
，５
９８

左
の
財
源
内
訳

損
益
勘
定

留
保
資
金

企
業

債

１
，４
９８
，０
００
，０
００

１
，４
９８
，０
００
，０
００

１
，４
９８
，０
００
，０
００

翌
年

度

繰
越

額

１
，４
９８
，０
００
，０
００

１
，４
９８
，０
００
，０
００

１
，４
９８
，０
００
，０
００

支
払
義
務

発
生

額

５
，０
８８
，８
７０
，６
７０

１
，８
５０
，５
０３
，４
０２

５２
２
，０
００
，０
００

予
算
計
上
額

６
，５
８８
，０
２２
，０
００

３
，３
４９
，６
５４
，０
００

２
，０
２０
，０
００
，０
００

事
業

名

送
水
施
設
建
設

改
良
事
業
費

項 建
設

改
良
費

１

款 資
本
的

支
出

１
円

円
円

円
円

円
円




	空白ページ



